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The XXIth Annual Meeting of the Japanese Society of Phycology 
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Hiroshima University 
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会期 1997年3月26日(水)----3月28日(金)

会場広島大学理学部 (B1階:E202， 1階:E102， 104， 

2階:E208， 209， 210， 211) 
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バス停案内図

会場までの交通

(1) JR IUI場本線西条駅下車，タク シーで約 10分(約 1，500円)またはパス(広島大学行)で約 15分(広大

中央口下車270円)。

(2) JR山陽新幹線東広烏駅下車，タクシーで約 iO分(約 1，500円)。

(3) JR山1湯本線広島駅一西条駅間は 15-20分間隔で列車が遂行されています(所'lJ!:1時間約 35分 ，560

円)。なお八本松!択で下車されると会場までのパスの使が少ないのでご注意ください。

(4) 広向空港からは，パスで JRL1JI湯本線白rli駅まで行き(約 15分， 360円)， JR 111防本線下り(広山方而

行)で酋条駅で下車(約 10分，190円)。直接広島市内へ行かれる方は リムジンパス (広島駅へは広島駅

新幹線日経由が便利です)をご手IJmください(約60分， 1，250円)。

会場 広島大学理学部 〒739 広島県東広島市鋭LU1丁目 3帯 l号
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ラウンジ

1階/ZZ¥ ....._........ ___________.1 
4 底火申失ロパス停

会場見取り図
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スケジュール表

3月26日(水) 9:00 - 15:00 

15:00 -16:30 

16:30 -18:00 

8:55 -12:30 

13:30 -15:15 

15:30 -17:00 

エクスカーション

編集委員会 国民年金健康保養センターひがし広島

評議員会 国民年金健康保養センターひがし広島

3月27日(木) 公開シンポジウム (A会場)

口頭発表 (A，B会場)

総会 (A会場)

パスにて懇親会会場へ移動

3月28日(金)

18:00 -20:00 

9:30 -12:00 

13:00 -14:00 

14:15 -16:30 

懇親会(東広島平安閑 TeJ. 0824・23・3000)

口頭発表 (A，B会場)

展示発表 (C会場)

口頭発表 (A，B会場)

受付

3月27日(木)は 8:30-17:00、28日(金)は 8:30-16:00の問、理学部正面玄関右のロビーにて行います。

当日の参加申し込みも受け付けますが、懇親会に参加される方は事前に申し込み用紙を郵送してください。

クローク (E211号室)

3月27日(木)、 28日(金)両日とも 8:45から 17:00まで荷物をお預かりいたします。

映写願序

(10枚のうち 1枚目)→ ←赤マーク

|r6!:I 

発表番号→ ←氏名

隠1.使用スライド記入例.

口頭発表

・lつの発表につき発表12分，質疑応答3分です(l

鈴 10分.2鈴 12分.3鈴 15分)。

・発表は35mm版スライドのみとします。スライド

の枠には図 lの様に演者氏名，発表番号，スライ

ド総枚数，

-映写順序，手前上を示す赤マークを記入してくだ

さい。

…・・90cm.......

発表番号 表 題 I ~・
氏名(所属) l gl 

s 

図2.展示パネル説明図.

-繰り返し使用するスライドは必要回数分の枚数を用意してください。

-スライド受付・返却は、それぞれの会場入り口にあるスライド受付に講演開始30分前までに提出し、終了

後受け取ってください。

展示発表

・展示物は 27日の正午までに掲示してください。撤去は 3月28日の午後3時以降にお願いします。
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-展示パネルの大きさは，縦 18Ocm，横90cmです。

-展示パネルの上部には図2の様に発表番号，表題，氏名(所属)を明記してください0

・文字と図表の大きさは，少し離れた場所からでも判読できるようにしてください。

エクスカーション 「南西海区水産研究所見学および宮島周辺島めぐり」スケジュール

3月26日(水) 9:00 JR大野浦駅前集合 (JR山陽本線下り広島駅8:24発，大野浦駅下車が便利です)

午前中南西海区水産研究所を見学した後，宮島にて昼食。午後は小型船にて宮島一周

などの島めぐりを予定しています。

15 : 00頃 宮島にて解散(希望者には宮島の観光案内をいたします)

連絡先

干739 東広島市鏡山 1-1-1 広島大学学校教育学部竹下俊治

Tel. 0824・24-7096(直通)， F肌 0824-24-7108(代表 e-mai1:stakesh@dean.sed.hiroshima-u.ac.jp 

または

干 739 広島市鏡山 1-3-1 広島大学理学部 中野武受

Tel. & Fax. 0824・M・7452(直通 e-mail:tnakano@alphaOl.sci.hiroshima-u.ac.jp 

3月27日(木) 午前の部

A会場

8:55-駅00 開会の挨拶 大会会長 中野武登(広島大学理学部)

9:00-9:35 (S 1) 

9:35-10:10 (S 2) 

10: 10-10:45 (S 3) 

11:00-11:35 (S 4) 

11:35-12:10 (S 5) 

12:10-12:30 

公開シンポジウム「地球環境と藻類J

オーガナイザー演回 仁(富山医科薬科大学医学部)

中野武登(広島大学理学部)

地球環境修復のホープ ー渓類一

千原光雄(日本赤十字看護大学)

微細藻類によるCO2固定化技術実現の可能性

都筑幹夫(東京薬科大学生命科学部)

CO2吸収における藻類の役割 一沿岸海域の一次生産の重要性一

山本民次(広島大学生物生産学部)

休憩

人里の川、水路と淡水産紅藻の稀少種

熊野茂(大阪青山短期大学)

藻場の生態系と藻場造成

大野正夫(高知大学海洋生物教育研究センター)

総合討論

3月27日(木)午後の部

口頭発表

A会場

13:30-13:45 (A 1) 群体性緑藻Eudorinaの形態学的種の分子系統解析

0野崎久義*・伊藤元己柿・渡辺信*紳(*東京大・理，料千葉大・理***国立環

境研)

13:45-14:∞ (A 2) COXI遺伝子による渦鞭毛藻類の系統解析

0稲垣祐司ι 江原恵、料・石丸八寿子*柿・大i寅武*(*生命誌研究館，柿阪大・生
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物科学*紳R∞kefeller大)

14:∞-14:15 (A 3) ミトコンドリア遺伝子による藻類の分子系統解析黄色植物の分子系統と遺伝暗号変異

江原恵帥・稲垣祐司*・石丸八寿子*紳・ O大i賓武*(*生命誌研究館，柿阪大・

生物科学*榊Rockefeller大)

14:15-14:30 (A 4) "マリモ類"の系統上の位置と類内分化

O植田邦彦*・羽生田岳昭*・山岡智亙*・綿野泰行*・若菜勇紳(*金沢大・理・

生物，柿北海道阿寒教育委員会)

14:30-14:45 (A 5) 海水中の硝酸濃度が褐藻カジメの光合成に与える影響

0片山裕行*・倉島彰帥*・検演康繕紳・前田修*(*筑波大・環境，柿筑波大・下

回臨海，帥*東水大・藻類)

14:45 -15:00 (A 6) 褐藻ノコギリモク幼体の光合成特性と日:補償点の推定

0村瀬昇ホ・鬼頭卸・水上譲*・前川行幸**(*水産大学校/・増殖，**三重大・生物

資源)

15:00-15:15 (A 7) 伊豆下回に産するホンダワラ属2種とカジメ，アラメの光合成特性の比較

0村上裕重・横演康緩(筑波大・下回臨海)

B会場

13:30-13:45 (B 1) Can cryo・injuryin microalgae be at甘ibutedto ice crys凶 formation?

ODay， J. G.*， Fleck， R. A*，帥.&M.M.Wa旬nabe*帥(*CulωreCollection of A1gae and 

Protozoa;帥 Universityof Abe巾 y;*帥 NationalInstitute for EnvironmentaI Studies) 

13:45-14:00 (B 2) 渦鞭毛藻4種の定光性の波長特性

0堀口健雄*・川井浩史料・久保田守帥場・高橋哲郎紳柿・渡辺正勝*紳(*北

大・理・生物，紳神戸大・内海域センター，*帥基生研，****北陸先端大・材料科学)

14沿0-14:15 (B 3) 藻類を初等中等教育における生物教材として位置づける研究ー海産藻類を光合成実験

に用いる試みー

O片山智康*.金井塚恭裕*・藤岡久美子*・皆川富美*・真山茂樹$・横演康繕紳

(事東京学芸大・生物，帥筑波大・臨海実験センター)

14:15-14:30 (B4) 餌料藻類の凍結保存の難易度および塩素耐性

0池本尚人・河地正伸・宮地重遠(海洋バイオ研釜石)

14:30-14:45 (B 5) Anthocerotae-lYIωtocの再合成による共生関係の解析

O石井佐知子・中野武登・出口博則(広島大・理)

14:45-15:00 (B 6) 原核緑色植物，Prochloroc，∞cus rnarinusの培養法の検討

O熱海美香・河地正伸・宮下英明・池本尚人・宮地重逮(海洋バイオ研釜石)

15:00-15:15 (B 7) 海藻類に与える紫外線の影響 その4. ダルスの紫外線吸収物質について

15:30-17:00 総会 (A会場)

0牧野愛*・矢部和夫帥・小野寺小百合帥*・鈴木稔*(*北大院・地環研，柿北東

海大・海洋開発工，帥*エヌテイ.コンサルタント)

パスにて懇親会会場へ移動

18:∞-20:00 懇親会(東広島平安閑 Tel.0824・23・30∞)

3月28日(金) 午前の部

口頭発表

A会場

9:30-9:45 (A 8) ミカヅキモの接合子誘発に及ぼす光合成限害剤の影響

0今泉真知子*・横田仁制作滋賀医大，帥富山医薬大)

9:45-10:00 (A 9) 褐藻エゾイシゲとムチモの受精・発生過程におけるセントリオールの父性遺伝について
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0長里千香子・本村泰三・市村輝宜(北海道大学・理・海藻研)

10:∞-10:15 (AIO) 過栄養湖においてのAphanizomenonflos.叫 uaeの出現に対するリン制限および温度の影響

0高野敬志ホ・三上英敏紳・日野修次帥*(*北海道衛生研，柿北海道環境研***

山形大・理・物質生命化学)

10:15-10:30 (Al1) 野尻湖における車軸藻ホシツリモの再生に向けての検討 E 

0樋口澄男*・近藤洋一帥・渡辺信*紳・野崎久義紳帥・ JII村賓*・関久人*・加

崎英男帥*(*長野県衛生公害研，肺野尻湖ナウマンゾウ博物館，紳*国立環境研，

紳柿東京大・院・理)

10:30-10:45 (AI2) 船舶の交通が原因と思われるコンブ類の新生育地の形成について(総括)

川嶋昭二(函館市)

10:45-11:∞ (A13) 付着珪藻類によるアレロパシー

鈴木稔事・ O伊藤泰ニホ・松尾嘉英*・大貝政治帥・侍法隆柿*・舘脇正和料事(*

北大院・地環研，肺水大校，柿吋じ大・理・海藻研)

11:∞-11:15 (AI4) 北海道小樽市忍路湾における褐藻ウスカワフクロノリの性比の偏りについて

0山岸幸正・小亀一弘(北海道大・理・生物科学)

11:15-11:30 (AI5) 南極産及ぴマレーシア産地衣類より分離されたフォトピオント

0河南恵・中野武登・出口博則(広島大・理)

11:30-11:45 (AI6) 南極アデア岬の藻類植生

0福島博*・小林艶子*・吉武佐紀子柿(*藻類研，紳湘南短大)

11:45-12:∞ (AI7) 南極キングジョージ島の藻類概要

B会場

0福島博e・大谷修司柿・小林艶子*・吉武佐紀子*紳(ホ藻類研，柿島根大・教育，

**湘南短大)

9:30-9:45 (B 8) 海生および海岸生地衣類のフォトピオント

O渡辺佐知子・中野武畳・出口博則(広島大・理)

9:45-10:00 (B 9) 西太平洋海域から分離した新属新種の球形ブラシノ藻と18SrDNAを用いた球形ブラシ

ノ藻3属の分子系統解析

0宮下英明*・池本尚人*・磯野憲秀*・宮地重逮*・千原光雄帥(*海洋バイオ研，

帥日本赤十字看護大)

10:∞-10:15 (BIO) カサノリ目Acetabulariacalyculusのミトコンドリア遺伝子coxIの遺伝暗号変異

0江原恵帥・稲垣祐司*・石丸八寿子帥*・大演武*(*生命誌研究館，紳阪大・

生物科学*紳Rockefeller大)

10:15-10:30 (Bl1) 分岐分類学的手法による褐藻類ヒバマタ目植物の系統解析

鯵坂哲朗(京都大・農)

10:30-10:45 (B 12) Stylonema reni.ゐnneK吋imuraの分類学的再検討と室内培養による生活史

0菊池則雄*・能登谷正浩帥・梶村光雄*帥(*千葉中央博，帥東水大・応用藻類，

紳*島根大・生物資源・臨海)

10:45-11:∞ (B13) 黄金色藻Dinobryonfaculiferumの細胞構造と分類

Oi可地正伸・池本尚人・宮地重逮(海洋バイオ研・釜石)

11:∞-11:15 (BI4) マクサレクチンの収量ならびに活性の季節変動

O山田信夫*・古谷敏料・村松清紳(*東海大・海洋研，帥鈴与・総研)

11:15-11:30 (BI5) スサピノリに含まれる紫外線吸収物質の励起エネルギー転移過程

0御園生拓*・斉藤順子*・時友裕紀子*・井上行夫帥-砂田真司紳・堀裕和**. 

桜井彪糾・前川行幸帥*(*山梨大・教育，榊山梨大・工，帥*三重大・生物資源)

11:30-11:45 (BI6) 重金属処理によるプラシノ藻類Te帥selmiste倒的ele細胞内チオール濃度の変化

0佐藤征弥・高島由希・潰崎静恵・小山保夫(徳島大・総科)
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11:45-12:00 (B17) ミル (Codiumfragile) オルガネラDNAの精製

0佐藤征弥*.i賓崎静恵*・高島由希*・酒井教材・黒岩常祥**(*徳鳥大・総科，

**東大・院・理学系研究科)

3月28日(金)午後の部

展示発表

C会場(13:∞-14:00) 

(C 1) 汽水域，宍道湖・中海における浮遊珪藻類の種類組成と季節変化

0大賀学・大谷修司(島根大・教育)

(C 2) 18SrDNA塩基配列に基づくクロレラ属および近縁群の分類

0花方信孝*・千原光雄**(*三井造船・千葉研究所，料日本赤十字看護大)

(C 3) 松江市近郊の池から出現した浮遊性黄緑藻類について

0須谷昌之*・大谷修司紳(*松江東高校，帥島根大・教育)

(C 4) 群馬県草津温泉に生育する藻類

0長島秀行・仁木ひかる(東京理科大学・基礎工学部)

(C 5) Gonyostomum depressumの微細構造と淡水産ラフイド藻類の分類

0宮坂佳代子*・石田健一郎*・加藤秀夫**・原慶明*(*山形大・理・生，肺園皐大・自然)

(C 6) 日本新産の土壌藻類，Trichophi/us welkeri (緑藻類，カエトフォラ目)

0飯田高明・中野武登・出口博則(広島大・理)

(C 7) 葉状地衣類の共生藻類に関する分類学的研究

宮崎幸樹 .0竹下俊治・中西稔(広島大・学校教育・生物)

(C 8) Chlorophyl1 fluorescence as a probe of photosynthetic competence of Poterioochromonas ma1hamensis 

under different light and nutrition conditions 

OSong，L-R人 Zhang，X-M.ベKaya，K.**， Watanabe， M. M.帥&Liu，Y-D.* (*Institute of 

Hydrobiology， CAS， Wuhan， China; *明ationalInstitute for Environmental Studies， Tsukuba) 

(C 9) 広島湾海底泥中の珪藻類休眠期細胞の形態と発芽

0板倉茂*・山口峰生*・今井一郎紳(*南西水研**京都大)

(CIO) 広島湾における有毒渦鞭毛藻Alexandri・umの動態

0山口峰生・板倉茂(南西海区水産研究所)

(C11) 西日本の磯焼けなど藻場の衰退に関する現地事例

0寺脇利信*・吉川浩二*・吉田吾郎*・山内信料・木村創*榊・清水博帥**・佐々木謙介

材料*(*南西水研，料和歌山水試***和歌山水増試****宮崎水試*****鹿児島水試)

(C12) 土佐湾におけるカジメ個体群の現状

0芹浮如比古*・大野正夫**・横演康繕*紳・有賀祐勝*(*東水大・藻類，林高知大・海

生セ，帥*筑波大・下回臨海セ)

(CI3) 伊豆半島鍋田湾における褐藻アラメ・カジメの側薬及び子嚢斑の消長

0倉島彰*・横i賓康繕帥・有賀祐勝*(*東水大・藻類，紳筑波大・下回臨海)

(CI4) 船渠海洋生態系における海藻群集の遷移様式

0柳宗秀*・李仁圭**(*東水大・藻類，材ソウル大学校・生物)

(CI5) 九州天草におけるヤツマタモク群落の立体構造の季節変化と生産量

0青木優和*・横i賓康纏*・菊池泰二材(*筑波大・下回臨海，紳九州大・天草臨海)

(CI6) 褐藻イトアミジ(アミジグサ目)の生殖器官の形態

0問中次郎・佐野史子(東水大・藻類)

(C17) A cryomicroscopic study ofthe coenocytic alga Vaucheria sessilis 

Fleck， R. A. *，帥， 0Day，J. G.*， Rana， K. J.紳*& E. E. Benson判 (*CultureCol1ection of Algae 

and Protozoa;帥 Universityof Abe由 y;制 '*StirlingUniversity) 
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(CI8) カルシウム補給食品としての円石藻 (Pleurocluysiscarterae) 

0竹中裕行*・樋渡武彦柿・山口裕司*・守永太賀彦*帥 ("'MAC総研，紳日本NUS.紳*環

境パイリス)

(CI9) Sp加 linaplatensisのマット形成に及ぼす高浪度cAMPの影響

A会場

14:15-14:30 (AI8) 

14:30-14:45 (AI9) 

14:45-1500 (A20) 

15:00-15: 15 (A21) 

大森和子(昭和女子大・生活科学)

口頭発表

生育地の異なるカジメの生長と光合成特性の比較

0芹浮如比古*・横波康纏柿・有賀祐勝'"('"東水大・藻類，紳筑波大・下回臨海セ)

沿岸海水中の微細藻類殺滅微生物の検出と計数

0今井-Jl!s'".金武燦$・長崎慶三柿・板倉茂柿('"京都大・農，神南西水研・赤潮)

尾鷲湾産藻類の高温耐性

0大山温美・奥村宏征・前川行幸(三重大・生物資源)

健灘に出現する主要な流れ藻の季節変化

池原宏二(遠洋水産研究所)

15:15-15:30 (A22) 富山湾東部沿岸域で認められている藻場の衰退現象

藤田大介(富山水試)

15:30-15:45 (A23) カザフスタン共和国の潅瓶農地から分離したのm凶町:inaの1種について

辻村茂男(京都大・農・熱帯農学)

15:45-16:00 (A24) イデユコゴメ藻群 (Cy釦 idianalgae)の生育分布と1未記載種について

0近藤貴靖ホ・横山亜紀子"''''・原慶明'"('"山形大・理・生，柿東北大院・理・生)

16:∞-16:15 (A25) 広島湾の大野瀬戸中央部・亀ノ瀬沿岸におけるクロメの形態

B会場

0寺脇利信*・吉田吾郎*・村瀬昇帥・筒井功*紳・新井章吾紳帥('"南西水研，

肺水大校，帥*のと海洋セ，帥帥(株)海藻研)

14:15-14:30 (BI8) 紅藻フタツガサネの不動精子の形態

14:30-14:45 (BI9) 

14:45-15:∞ (B20) 

15:∞-15:15 (B21) 

15:15-15:30 (B22) 

15:30-15:45 (B23) 

15:45-16:∞ (B24) 

16:∞-16:15 (B25) 

16:15-16:30 (B26) 

0峯一朗・窪内ゆか・奥田一雄(高知大・理・生物)

オオパロニアの創傷治癒を誘導するアクチンフィラメント

0杉山孝一・石川依久子(東京学芸大・生物)

多核緑藻マガタマモの細胞周期におけるセントリオールの挙動と微小管の動態

0本村泰三*・奥田一雄紳(*北大・理・海藻研，柿高知大・理・生物)

羽状珪藻M卸 chias.伊noidealこおける両側に臼トDNAを伴う短冊形ピレノイド

O真山なぎさ・真山茂樹・石川依久子(東京学芸大・生物)

眼点を欠損したプラシノ藻Mesostigmaが示す走光性の特徴について

松永茂・ O渡辺哲・宮村新一・姻輝三(筑波大・生物)

銅による緑藻Chlamydomonasの生育阻害と脂肪酸組成について

0山本鋳子・和田正幸(明治大・農・農化)

汽水産ジュズモ属(緑藻，シオグサ科)のI種の生長および成熟に対する塩分の影響

0松山和世$・田中次郎*・宮地和幸帥・有賀祐勝*(*東水大・藻類，紳東邦大・

生物)

韓国済州島産ヤプレアマノリh柿!)'l31.庇溜拙の生活史におよほす温度，光量，光周期の影響

O金南吉*・能登谷正浩柿(*韓国慶尚大学校，紳東京水産大学)

非定常培養条件下における有毒渦鞭毛藻Alexan出 um加 narenseの個体群動態

0樽谷賢治・山本民次・松田治(広島大・生物生産)
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公開シンポジウム

地球環境と藻類
講演要旨

「地球環境と藻類jのシンポジウムに寄せて

オーガナイザー:演田 仁(富山医科薬科大学)

古代ローマ帝国皇帝で哲学者のマルクス・アウレーリウスは.r宇宙の自然は全体の物質を用いてあたかもロ

ウで物を作るように，ある時は馬を形作り，次にこれを壊し，その素材を用いて藻をこしらえ，次には人聞を，次

にはまた何か他のものをこしらえる。各々の物はごく僅かな時間だけ存続するに過ぎないjと考えた(自省録，藻

が原文では樹木)。これは，自然界の総ての生物・無生物は互いに共生し，刻々と変化するという，今日東洋的と

される無常や輪廻の思想に通ずる。私は宗教家ではないので，精神や霊魂が死後どうなるかについてはわからな

いが，少なくとも我々の肉体は，死後あの世に行くのでも何でもなく，確実に此の世，つまりこの地球上に留ま

り循環を繰り返す筈なのである。

ところが，今日の人類のように自然の摂理に反する破壊や汚染を進めていると，我々が廃棄したり排池したり

死んで残した遺体がいつまでも分解されず，大量のゴミやヘドロとなってたまり，次の世代の生物が再利用出来

なくなる。つまり， ζれまでの地球が育んできた生命の創造と維持，そして多様化の中の循環の道筋をふさぎ，今

度は多くの生物種の絶滅による一様化を経，ついには無生命の世界へいたる事になる。実際，現在の地球環境は，

大規模な森林伐採とそれに伴う水系破壊，生活排水・牧畜による富栄養化，農薬・合成洗剤による水質・土壌汚

染，車や化学工場の排気ガスによる大気汚染，原発事故による放射能汚染等により，多くの生物が絶滅したり絶

滅の危機に瀕している。藻類は.30億年以上前に地球上に現れ，光合成を行い，酸素を発生し，有機物を作り，

全生物の生命を支えてきたが，多くの貴重な種が年々失われている。最近生じたタンカーの沈没と重油流出によ

るイワノリやホンダワラなど海藻の被害に見られるように，環境汚染はあらゆる場面で進んでいる。人類も急に

脱自然・非生物化し，神格化され.DNA (遺伝子)の研究は画期的に進んだにもかかわらず，皮肉なことに自ら

のDNAを後代に残せなくなるのではないだろうか?

このように環境汚染は，現代文明の根幹に根差す大きな副作用である。従って，この環境汚染を無くすには，

もはや小手先だけの対策では追いつかない。 20世紀の経済的発展を支えてきた人間優先の思想を改め，もっと自

然と調和のとれた生活をする必要があろう。野村義ーさんと言うアイヌの人の話:r例えば，川に魚が10匹上がっ

てきたとする。普通の日本人なら 10匹を一網打尽に獲ってしまうが，アイヌはそれをしなかった。 10匹魚がい

たら3匹くらい獲って，後の7匹は烏とか熊とか上流にいる生き物がみんな食べるだろうと残したんですJ(週間

文春)。我々日本人を含め，いわゆる文明人がわすれてしまったアイヌの人達の心，彼らの自然観に，我々はもっ

と謙虚に学ばねばならぬのではないだろうか?勝者のローマが敗者のギリシャから学んだように。一般の方々も

我々藻類学者も，この自然の中の藻類とその変化をつぶさに見てきた他の藻類学者から謙虚に学び，考える必要

があるだろう。人類最初の人為的大規模環境破壊を52年前に経験したこの広島にける日本藻類学会の大会で.r地
球環境と藻類jに関するシンポジウムを聞く意味が，ここにあると思う。

(81)地球環境修復のホープー藻類一

千原光雄(日本赤十字看護大学)

私たち人類は，いま，地球上で快適な生活を営んでいるが，これは，言ってみれば，藻類のおかげである。 30

数億年前に出現した酸素発生型光合成生物の藍藻はO2のなかった地球上に徐々にO2を蓄積し，それから20億年

余を経て出現した紅藻や緑藻，その後現れた褐藻をはじめとする多くの藻類は，大気中のO2をさらに増加させて

くれた。能率の悪い無気呼吸の生物から，エネルギーを多量に得ることのできる好気呼吸の生物が誕生し，さら

に，大気圏にはO2からオゾン (03) ができ.DNAに致命的な損傷を与える紫外線を遮断した。水中生活を余儀
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なくされていた生物は陸上で快適な生活ができるようになった。

その地球環境が最近危ないと言う。増え続けるCO2による地球の温暖化，フロンガスによるオゾン層の破壊は

最も憂慮すべき事態である。 USA の DepærnnentofConune~がハワイ島で 1958 年から行っている観測データに

よると， CO2は年間 1.2-1.5 ppm，つまり 1∞万分の1.2ー1.5の割合で増えており，このままでいくと，混室効

果により空気中の温度が高まり， 21∞年には気温が約4'C上がり，海水面は約60cm上昇するだろうという。アメ

リカの低地やパングラデツシュなどの低地をはじめ，世界各地の低地は海中に没してしまう。

1970年代より南極上空のオゾンホールの拡大が注目され， USA-NASA等の調査によりオゾン層の破壊が確実

祝されるようになった。演者は昨冬(昨夏)ニュージーランド南端を回ったが，夏と言うのに長袖，長ズボンに，

サングラスの現地人の多いことに驚いた。紫外線が恐いのだと言う。

微細藻類の単位面積当たりの光合成能，つまり CO2固定能は，ある試算によると，森林の約 15倍，熱帯雨林

の約4.3倍，サトウキピの約3倍である。演者等は少なく見積もって0.4gd.w ./I/dayの光合成をもっ微細藻を分離

した。元素分析によると乾燥重量の約 lβは炭素 (C)で，従ってCO2に換算すると 0.73gJν'dayである。全世界の

CO2排出量は，年間約227億トンである。藻類は増殖が早い，培養コストが安い，自然光が利用できる，有用物

質生産の可能性がある，遺伝子導入の可能性があるなど，地球環境の修復に大きな役割を果たすことが期待され

る。本講演では藻類と地球環境に焦点をあて，最近のこの方面の研究の様子を紹介する。

(52)微細藻類による CO2固定化技術実現の可能性

都筑幹夫(東京薬科大学・生命科学部)

大気のCO2濃度の上昇は地球温暖化の一因として解決の急がれている問題である。そのため各産業で生産工程

を改善し，放出量の削減に努めている。物理的・化学的手段を用いてCO2を吸収固定しようとする研究も進めら

れているが，CO2固定のためのエネルギー獲得や吸収剤の生産のためにより多くのCO2を放出してしまう状況に

ある。こうした観点から太陽エネルギーを利用したCO2固定システムの開発は重要である。中でも光合成を行う

微細藻類の利用は検討に価するものといえよう。とはいえ，微細務類を利用するために乗り越えなければならな

いことは多い。

太陽光を利用するシステムは巨大な受光面積を必要とするため，微細藻類を用いると水の供給が問題になる。

そこで，(株)東芝と共同で，グラスファイパー漉紙上に置いた Chlorel1akessleri C-531細胞の光合成特性を調べ

た。その結果，光強度，温度， CO2濃度に関して，液体中での光合成とよく似た特性を示すことが明かとなった 1)。

その光合成活性は，細胞を湿潤状態に保つことによって5間以上維持できることも判明した。実際は数週間まで

保持できそうであり，その期間に乾重量の増加が認められた。クロレラ細胞は，漉紙上では細胞の分裂は見られ

るものの婚殖速度が遅いことも明らかとなった。画定した炭素は，むしろデンプンなどで細胞内に蓄積されたと

恩われる。

この櫨紙上での最大光合成活性は， 1O%C02濃度条件下で，照射面積あたり最大5gC02m"2h.1が得られた。こ

れまでは漣紙を水平におき太陽光線を直角に受けるように設置していたが，複数の漉紙を平行に立てる方が照射

面積あたりのCO2固定量が高いことも確認された。こうした結果から，藻類を用いたCO2固定システムは実現可

能であろう。

しかし，まだ解決しなければならない問題は多い。本講演では，藻類の光合成研究の立場から，実用化に向け

て検討しなければならない問題点について整理する。

1) Tsutsur凶，M. et al.: In Phoωsynthesis: fぬmLight to Biosphere. Edited by P. Ma血is.Vol. V. Kluwer Academic Publishers. 

pp.881・884.1995. 

(53) CO2吸収における藻類の役割 一沿岸海域の一次生産の重要性一

山本民次(広島大・生物生産学部)

近年，問題となっている地球の温暖化は，いわゆる温室効果気体の増加によるものと言われている。南極氷床

のコアサンプル中に圧縮された空気の調査から，主要な温室効果気体の一つである二酸化炭素 (C02) の濃度が

18∞年頃の280ppmから 350ppm程度まで上昇していることは良〈知られたことである。
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海域の植物プランクトンによる有機物生産(一次生産)は，陸上植物の光合成活動と同様，大気中のCO2除去

につながる。 IPCC(1995)の報告書では， CO2のmissingsinkのうち，海洋の吸収分が2.OGtC，森林の再生でO.5GtC，

その他大気中の二酸化炭素の増加による陸上植物の光合成能の上昇などで1.4GtCとされている。地球全体の炭素

の現存量のうち99%以上が海底にあることがわかっており，過去のデータは，大気中に付加されたCO2の99%が

植物プランクトンによって取り込まれ，海底に沈降したであろうことを示唆している。海の有機物生産量は陸よ

り少ないと見積もられているが，陸では短期間のうちに腐ったり燃焼したりしてCO2に戻るのに対して，深海に

粒子として沈んだ炭素は 1∞年以上戻ってこないと言われているので，CO2のsinkとして重要である。

沿岸海域は陸域からの負荷が大きく，一次生産量も高い。 Walshand Dieterle (1988)が衛星によるデータから見

積もった結果は，外洋域で 18.6GtCyrl，大陸棚で5.40GtCyrlであり，単位面積当たりに換算すると沿岸海域は

外洋域の3倍以上のCO2の吸収能があることを示している。ここでは，瀬戸内海の一次生産量を定量的に見積もっ

た結果を紹介し，沿岸海域の藻類が高い一次生産によってCO2を吸収することで地球温暖化の緩和に役立つてい

ることを強調する。

(54)人里の河川，水路と淡水産紅藻の稀少種

熊野茂(大阪青山短期大学)

藻類はヒトの構築した河川，用水路にも生活圏を拡げている。このシンポジウムでは，人里から離れた湿地，

人里の河川，水路を生活聞とする淡水産紅藻の幾つかの希少種について触れてみたい。

1，人里から離れた紅藻植物の生育地

パプア，ニューギニアや日本の高地の湿原の池塘，アマゾンの熱帯降雨林中の小流，東南アジアの熱帯湿地林

中の小流などにはカワモズクなどの淡水産紅藻がいる。かつてはヒトの生活圏と殆ど交錯しなかったこのような

生育地も，熱帯降雨林に押し寄せるヒトの影響をもろにうけつつある。

2，入車の河川と紅藻植物の希少種

1)川内川のチスジノリ:チスジノリは日本特産で，本来希少種のため川内川，菊地川の産地が国の天然記念

物に指定されており，これまでに知られた産地は 12カ所あるが，現存が確認されているのは6カ所で，他の6カ

所は絶滅したか，消滅していると恩われる(右田 1996)。チスジノリは宮崎県えびの市から大口市曽木之滝にわ

たって生育している。この分布範囲内の，湯之尾の滝，曽木の滝の聞には大きな蛇行がみられ，滝の上流の蛇行

地域や湯之尾温泉付近はしばしば洪水に見舞われていた。洪水防止の水位調節ダム建設，河川の直線化，川床岩

盤の破砕などの大規模な治水工事が行われ，かつて食用にするほど多量のチズジノリが生育していた鈴ケ瀬の岩

盤が失われた。このような過酷な環境の激変にも耐えて，チズジノリは直線化した川床，新しい護岸に出現する

ようになっている。

2)安室川のチスジノリ:千種川の支流安室川ではチスジノリの川床やコンクリート護岸での生息は 1993年に

確認され， 1994年に最盛期を迎えたが，その後の生育は衰え， 1995年以後の生息は確認出来ていない。

3，人里の潅瓶用水路と紅藻植物の希少種

オキチモズクは本来希少種のため愛媛県お吉泉，熊本県志津川，長崎県土黒川の産地が国の天然記念物に指定

されており，これまでに知られた産地は 11カ所だが，現存が確認されているのは志津川，木柑子川，神代川の3

カ所で，他の8カ所は絶滅か消滅している(右田 1996)。

1)お吉泉のオキチモズク::愛媛県のオキチモズクの産地は古来お吉泉と呼ばれている掘抜き井戸に由来する

潅搬用水路で，水量は豊富，水路の側面は土の壁，底面には礁がごろごろしていた。 1卯 5年現在，お古泉と用水

路は，コンクリート 3面張りに補修され，水量は減少し，底面は小石となり，カワモズク 2種は生育していたが，

オキチモズクは存在しない。お吉泉の所在地の川内町はオキチモズクの保護に熱心だが，水利権を持つ重信町は

この水路の暗渠化まで計画している。

2)用水路の改修とオオイシソウ:オオイシソウは福島県以南の暖温帯域各地に分布する。現在も千葉県など

では，谷津田の聞を流れる小川に旺盛に生育し，水路がU字管や3面コンクリート張りに代っても，水量の多い

小川では3-5年経過すれば，オオイシソウが着生する(吉崎 1996)が，兵庫県網干や姫路市岡田の用水路改修

工事の結果オオイシソウが絶滅した。
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4， r多自然型川作りJの功罪

河川整備事業の現場にも「多自然型川作りjが提唱されたが，手放しで喜べない事態が各地で起こっている。

この提唱により，一見，自然に近い川がつくられたようであるが，現場では，生育している動植物を一掃して，川

の流れを止め，設計図に従って地形を造りだす工法をとる結果，河川整備事業が完了すると，希少種は絶滅し，生

物相は極めて貧弱となってしまう。

(S5)藻場の生態系と藻場造成

大野正夫(高知大・海洋生物教育研究センター)

浅海域の岩礁帯には，ホンダワラ類やコンブ類，カジメ・アラメなどの大型褐藻類が繁茂し，内湾・河口域の

砂泥域には海産顕花植物が繁茂している。このようなところには，ウニ，貝類，幼稚魚が多〈生活しており，藻

場(もば)と呼ばれている。藻場内は，業上に微細藻類や小型の環形動物，甲殻類，軟体動物など小動物が生活

しており，魚介類の初期飼料が豊かであるので，産卵場や保育場になっている。コンプ科海藻は，ウニ・貝類の

飼料としての役割もある。気泡を持つホンダワラ類は，春先に岩礁から離脱して，流れ藻になる。流れ藻は，海

のオアシスとも言われ，回遊魚のプリ，カンパチなどの多くの稚仔の生活の場になっている。藻場内の環境は静

穏であり，稚魚の隠れ場にもなっている。これらの海産植物の生産力は高く，炭酸同化作用や呼吸などを効率的

に行うので，浅海域の環境を浄化することでも注目されている。

近年，日本沿岸の藻場の減少が著しく，沿岸域の環境の悪化，水産資源の減少・枯渇の原因になっていると指

摘され，藻場の再生が大きな課題になっている。防災のための海岸構造物も，そこが藻場になるような構造が考

えられるようになった。

最近，藻場造成は国立水産研究所，各県の水産試験場の主要な試験研究の課題として行われるようになった。

水産資源的目的による藻場造成は，北海道海域はコンプ場，太平洋岸はカジメ場，瀬戸内海はアマモ場，ホンダ

ワラ場など海域によって異なる。藻場造成の研究は， 1980年代より活発に行われており試験事例は数多くあるが，

それぞれの海域や造成目的によって， ~車場造成法が異なっている。コンブ類やホンダワラ類では，一般的手法と

して，胞子を供給する方法があり，成熟期に藻体を網袋に入れて吊るす「スポア・バッグj手法が行われている。

目的とする種の幼体を基盤に固着させる方法も行われてきた。藻場造成がうまく進まない原因は，魚介類による

食害で，北方の海域はウニであり，南方は藻食魚による場合が多い。
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A 1 0野崎久義$・伊藤元己"・渡辺 信***: 

群体性緑事Ii~昼笠担皇の形態学的種の分子系統解析

微細藻類の種は伝統的には採集材料の形態学的特徴

に基づき記載されてきた。しかし、この様な分類体系

では記載が不十分であったり、種の識別基準が実際に

は不安定であるために、客観的な種同定ができない場

合が多くある。このため、いくつかの属で多くの培養

株を用いた比較形態学的研究が実施され、客観的な穏

の識別基準が見いだされている。しかしながら、この

様な形態学的研究は微細藻類の種が自然な系統群であ

ることを示していない。従って、微細藻類の種レベル

の自然分類には形態種の系統学的情報が不可欠である。

[!謹旦rin皇はオオヒゲマワリ科 (Volvocaceae)の異

型配偶の代表的な属であり、 Goldstein(1964)は多く

の繕養株を用いた比較形態学的研究から客観的な種の

識別基準を提唱し、本属を 7 種に話題>>11した。

今回、演者等は Goldstein(1964)が用いた北米産

の株に加えて日本・ネパール産の株、計 14株 (4種

3変樋)を薬縁体のタンパク質コード rbcL遺伝子の

泡基配列の情報に基づき系統解析した。その結果、 E.

邑y皇旦Eと E. illinoisensisが非単系統群と解析さ

れた。 作東京大・理、 H 千葉大・理、柿本国立環境研)

A 3 江原恵*.f，混垣祐司，石丸八寿子台¥O大浜武

:ミトコンドリア遺伝子による藻類の分子系統解析

黄色植物の分子系統と遺伝暗号変異

これまでに我々は緑藻ミトコンドリアの解析により

UA儲冬止コドンが刈aやLeulこ変異しているものがあるこ

とを報告しているが、本研究では黄色植物門のうち、ハ

プト涜綱、黄緑藻綱、及E康正脱者藻綱のミトコンドリ

ア遺伝子COXIの塩基配列を決定し、 M法を用いて分

子系統解析を行った.その結果、ハプト藻綱、黄緑藻綱

において遺伝暗号の変異が認められた。ハプト藻綱では

調べた5種総てに通常終止コドンである凶AがE見れ、そ

れらは:Trplこ対応していた。黄緑藻綱ではAUAコドンが、

陥 tに対応するものと((eに対応するものがあった.その

うち、 AUA=lleの2種l立、真正眼点藻綱 (AUA=lle)と共

にグ)v-ープを形成し、 AUA=tv'etのモノは別のクラスター

を形成した。このように分子系統樹と遺伝暗号変異とい

う分子マーカーを併用することにより信頼性の高い分類

が可能だと恩われる。

(生命詑研究館*阪大生物科学， * * Rockefel I er大)

A 2 0稲垣祐司.江原恵*石丸八寿子.**大浜武

: COXI遺伝子による渦鞭毛藻類の系統解析

渦鞭毛藻類の葉緑体膜は 3重であるため，そ

の起源は細胞内共生した藻類に由来すると考え

られる.また従属栄養性で光合成を行わない渦

鞭毛藻も存在するため，原生動物に近縁である

とも考えられるがその系統的位置には不明な点

が多い。

我々は渦鞭毛藻類の系統的位置を知るために，

渦鞭毛藻4種のミトコンドリア遺伝子COXIを決

定し，分子系統解析を行った。その結果，渦鞭

毛藻は，同じクロロフィルa+cをもっ黄色植物

ではなく，原生動物であるApicomplexa類と極

めて近縁であることが判明した。近年，

Apicomplexa類には退化した葉緑体ゲノムが発

見されている.したがって，ニ者の共通祖先は

葉緑体を細胞内共生した藻類から獲得し，その

後Apicomplexa類と一部の渦鞭毛藻は光合成能

力を 2次的に失ったと考えられる。

(生命誌研究館合阪大・生物科学.** Rockefeller大)

A 4 0植田邦彦噂・羽生田岳昭皐・山間智亙事・綿野

泰行事・若菜勇 “マリモ類"の系統上の位置と類

内分化

マリモはあまりにも有名である一方，分類学的な

位置づけや，近縁種とされるヒメマリモなどとの類

縁関係，ヒメマリモなどが真に別種として認識され

るべきものなのか，阿寒湖内のフトヒメマリモなど

とされているものはマリモと同一物の異なるステー

ジにすぎないのかどうか，などについては定説が無

い。なによりも，マリモはCladophoraaegagropila 

なのか，C. sauteriなのか，それともそれらとは別

種として認識すべきものなのかも判然とはしていな

い。一方，発表者の一人である若菜の最近の一連の

研究により本場Jである阿寒湖はむしろ例外的

で，日本及ひ'周辺地域のマリモ類の生育湖沼はほと

んどが海跡湖であり，マリモ自体の成長は淡水より

もむしろ薄い海水の方がよいことも明らかになって

きた。マリモの系統上の位置づけと，マリモ類とさ

れてきた各分類群との正しい類縁関係を明らかにす

ることは，きわめて重要と思われる。そこで入手で

きたマリモ類の系統関係を核DNAである18SrDNA

およびITS領域を用いて分子系統学的に解析した。

ここにその結果を発表させていただきたい。

(*金沢大・理・生物北海道阿寒町教育委員会)



A 5 0片山絡行$・倉島君臨寧事*・繍漬線組**・前田

修傘:海水中の硝厳浪度が縄議カジメの光合成に与える

影響

カジメの光合成活性の季節変化に関する研究はこれま

でい〈っか報告されているが，海水中の無機蜜索濃度と

の関係についての報告はない.本研究では，カジメの純

光合成速度と海水中の無機窒素濃度の季節変化を調べる

ため. 1995年10月から 1996年9月にかけて静岡県下

田市鏑閏湾の海水中の硝酸，軍硝酸，アンモニア濃度の

測定を毎月行い. 1996年2月から 12月にかけてカジメ

の純光合成速度の測定を毎月行った.また. 1996:隼3

月から11月にかけて2カ月毎に，硝酸を添加した海水中

で2日間通気泡袋を行ったカジメ禁片の純光合成速度の

測定を行った.

海水の分折結果から，カジメ群予寄付近の海水中の無線

窒素，特に硝酸の濃度は冬に高〈夏に低いという季節的

な変化を示すことが明らかとなった.カジメの純光合成

速度も冬に高〈夏に低いという傾向がみられたが，カジ

メの純光合成速度に対する硝厳添加の影響については，

硝酸を添加したことによる光合成活性のよ昇を示す明瞭

な結果は得られなかった。無機窒索濃度がカジメの光合

成活性に与える影響についての直鎗的な柾明を得るには

長期にわたる繕費実験が求められる.

い筑波大・環境，寧傘筑波大・下回臨海，寧**東水大・

.類)

A 7 0村上裕重・繍渓康鍵:伊豆下回に産するホンダワラ

属2種とカジムアラメの光合成特性の比較

ホンダワラ属構成穫とカジメ，アラメは中旬文平洋岩磁域で議場を

形成する文章E褐穫で.それぞれヒパマ聖目，コンブ自に属している.

爾自の聞には生理的な温度特錐に遣いのあることがこれまで示喰され，

何種かについては実際に光合成の憲適温度および高温耐性における相

遣が実医されている.光合成特性l主同一極でも生育環境によって禽化

し，また季節変動を示す.

本研究では.ともに夏に成換する4祖，オオパモ?とカジメ垂水深

5mから，ヘラナラサモとアラメを水深1mから線.し，季節毎に光

合成特怯を比較した.光合成撮適温度は各夏共にオオパモ?へラナ

ラサモの方が鈎2"C高<.カジメ.アラメの純光合成遠慮は.光合成

最適温度を豹6"Cよ図る33"Cで著し〈低下した.光合成:A適温度以

下での単位業面積当たりの純光合成速度は，各には4種の聞に大きな

盤は鹿められなかった.カジメ，アラメは，各に比べて夏にはほとん

どの剥定温度範囲で鈍光合成遺震を大幅に低下させたが，オオパモ?

へラナラサモでは，下回の年平勾水温に近い15-20"C付近の鈍光

合成速度には冬とEとで大きな差が見られないのに対し，夏には光合

成量適温度 (29"C)付近から33"Cまでの温度峨での純先合成遠慮

が，各に比べてかなり高〈なった.各季節の生宵水温で測定した光合

成ー先曲線から得たパラメーヲーはオオパモタ，ヘラナラサモでは季

節的に顕著な変化を示し，量大光合成速度は夏から紋にかけて高かっ

た.カジメ，アラメでは各パラメ-，ーの季節的変化l孟不明瞭だった.

先飽和点および単位議面積当たりの畳大光合成遠慮lまオオパモヲ，へ

ラナラサモの方が高かった.

オオパモ?ヘラナラサモとカジメ，アラメは，光合成の量適温鹿

および高誼耐性以外に，光合成活性の季節度化の置でも符性を異にす

ることが明らかとなった筑波大・下回臨海}
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A 6 0村瀬昇・・鬼頭鈎・・水よ隷・・前川行幸“:

褐藻ノコギリモク幼体の光合成相生と日補償点の推定

多年生ホンダワラ科植物のノコギリモクが長年に亘っ

て群落を維持していくには主枝の脱搭と伸長を繰り返

す成体鮮と新たi誹落に加入する幼体群との交僧践が

重要な役割を果たしていることが考えられる。本報告で

は，次世代を担う幼体の生理生態学的糊企を明らかにす

るため，山口県日置問責波戸沿岸の水海副付近の岩盤上

に形成されているノコギリモクの書構を対象に，採集し

た幼体の光合戒一光関係、を拒躍するとともに，生育場所

の光環境，日射の日変化を測定し，日補償点を推定し

た。生育場所の光環境について』丸幼体の生育している

館鯨部と緬の光量子量を同時に測定し，相対値とし

て表わした。

ノコギリモク幼伽2個体について測定した光合成一光

関係および日射の日変化をもとにして1日の純生産量を

求めるモデル弐を作成した。このモデル弐より推定され

たノコギリモク幼体の日補償点は海面に対する相対光

強度で約1.2%であった。一方，光環境の実測値から，

群落床部で幼体の生育が認められた最も低b帽対光強度

は約1.7%であり，モデル言切も推定した値とよく一致

し，本モデ'/~戎向有淵生方瀧かめられた。

(・水産大学校・増殖“三重大・生物資罰

A 8 今泉真知子・・演目仁..

ミカヅキモの接合子誘発に及ぼす光合成阻害剤の影響

ミカヅキモは窒素源の少ない培地 (W)でよく接合

子形成を行うが，真核生物のミトコンドリアや薬縁体固

有のDNA合成阻害剤であるエチジウムブロマイド (EB.1
mg/I)を与えると，窒素存在下 (Nつでも高頻度で接

合子が形成される(潰回，未発表).従って，ミカヅキ

モの接合子形成にはミトコンドリアまたは葉緑体，もし

くは両者の機能阻害が関係する可能性がある.そ乙で本

研究では.DC即・ CAT・αCP・Salicylaldoxime(SA)な

どの光合成阻害剤を与えて接合子形成に及ぽす影響を検

討した結果，他の植物で光合成を阻害する低い浪度で，

僅かに接合子形成が誘発されるととがあった.

ま宮市CMUは.Nーで7-15ng/lで.N+では3略/1で， い

ずれも接合子形成率を対照区の約1.1-1.2倍高めた.CAT 
も.Nーで1O-7-3xl0-6yで接合率を対象区の約1.2倍に高

めたが.N+では誘発効果がなかった.CαPはN¥Nー
の両者で3xlO-7-3xl0-6yで擦合子誘発率を高めた.SAは

N+. N-でともに接合子誘発効果は見られなかった.

以上の結果から，光合成限害が直接接合子形成を誘発

している可能性は低いと考えられた.

(滋賀医大・・富山医薬大“)
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A 9 0長里千香子・本村泰三・市村輝宜:

褐藻エゾイシゲとムチモの受精・発生過程における

セントリオールの父性遺伝について

動物細胞の受精(卵生殖)において、 DNAIま両親

から均等に受け継がれるが、ネズミなどの醤歯類以

外のほとんどの動物では、セントリオールは父性遺

伝することがわかっている.縄藻植物においても、

卵生殖のコンブやヒパマ夕、同型配偶子接合のワタ

モでは、セントリオールが父性遺伝することが電子

顕微鏡による観察で明らかにされている.

今回、エゾイシゲ(卵生殖)と、ムチモ(異型配偶

子鎗合)の受精・発生時におけるセントリオールの

挙動についても、抗チューブリン抗体と抗セントリ

ン抗体を用いた蛍光抗体法及び電子顕微鏡により観

察した.抗セントリン抗体陽性のドットは精子にの

み見られ、卵核近傍には見られない.篠融合後、セ

ントリンドットは2つに分離し互いに核周辺に沿っ

て移動する.受精後 12時間総母すると紡錘体の商

極に観察された.この結果は、エゾイシゲでもセン

トリオールは父性遺伝することを示唆している.異

型配偶子接合のムチモについても合わせて報告する.

(北海道大学・理・海藻研)

A 11 0樋口澄男判・近藤将-*'・渡辺信“・野崎久義H ・JII村
賞・'・関久人判・加崎英男.3:野尻湖における車輪藻ホシツリモ

の再生に向けての検討 E 

国内で絶滅したと推定され，野尻湖ではYW還の激流により全

滅した串!1m:の復元実験を1995年から開始し，野尻湖内2地点に培
養綜を継栽した。その結果，現況の野尻湖でY~キ・習の食害がなけ
れば生育は可能であるが，藻体を履う付着物の除去のため1t・等

の小動物およびそれらの生息環境としての水草帯存在の必要性
が推定された('96年本大会要旨).今回はこれらの実験を継続す

る k ともに，紗'，'1:と生育環境 kの関係を検討するため新たなY~
帯、防護柵を設置し実験を開始したので報告する。

1995年からの旗設地点1(水深4.5m水草なし)のY持'ョ防護
紛ではS月末に2抹の串;!I"そが発芽したが，生長はIOc回以下で物l
貴月で倒伏した。 11月には柵を回収したが，柵内の泥中に残存し

ていた地上部節の貯峨組織2粧は実験室内で10日間で発芽した。
地点2(水深1m人工水草帯内)では6月上旬に前年の植え込み位
置およびその周辺から発芽し，急速に生長して7月下旬には80cm
{水面)に遺した。この間，伽内で多くの小動物の生息が認めら
れた。 8月には水位低下のため脚"をは水面に露出・枯死した。

1996年の新設鑑設地点2に隣後し，水深1，2， 4.5m地点に1

基16m'のY~キ・ョ防護柵を各2基ずつ設慢し， 1基は植殺区，他は非植
綾区kした。植栽区への紡"を・水草等の植え込みは6月中旬から
行ったが，水深1，2m地点の紗"モ1;1:8月の水位低下により流失した.
4.5岡地点では近くに構造物が無い場所および杉の集を利用して
製作した水中林などの構造物中に脚"そ縫体を植殺したが，後者
のほうが生長が良い傾向を示した.水中林へは多くの動物の紡
聞が観察された。
主よ虫色以上から紗79'1:の仮根および地上前節の貯蔵組織は野尻
湖で鐘冬が可能であることが明らかになり，また生長には小動物
共存の必要性が改めて示された*なお以上の水中作業は野
尻湖水草復元溺究会の協力により実織された.またこの活動に
は日本自然保趨協会の活動助成を受けている。(判長野県衛生公
害研，・2野尻湖ナ加ンn博物館国立環担量:iJf， .4東京大「・院・理}

A10 0高野敬;音，*.三上英敏H ・日野修次***: i!i栄養

iNIにおいてのAphanizomenonル四切脚の出現に対するリン制限

および温度の彩特

1993から1995年まで，北海道過栄養湖茨戸湖において，浮遊

件.ラン誕の出現を調べたところ，Apha. jlos-勾嗣eが放も多〈出

現した。その現4字抵の変化には温度とリン濃度が彩縛している

ことが考えられたため.同積を単雌し，阿種の成長曲線に対す

る胤皮 (15，20， 25t)の影併を低リン濃度下の精養実験によ

り調べた。その紡*，成長速度は.向い温度税尚<，飽和生物

':11:はi品皮に関係なくほぼ・:.Eであった。このことは，Apha 

P附-aq凶eはìM1:支がìúj くなる秤~i車〈閉鎖し， .r~.ぃ ff.~J切に故大現存

~:Itに逮することができること，更に.温度が低い場合は温度が

:(.6い場合とl吋じ税度の最大現存設まで出現することが可能であ

るが.成長速度が低いために現存震の瑚加に時間がかかり，世4
皮が向い場合よりも後の時期に最大現存盆に途することを;訟味

している。また，培獲実験のリン制限による減数期における

Apha.f1os-aql雌の細胞中の炭素:リン比は，リンが制限となっ

ていない状態の約10備の値に変化した。単純に考えた場合.こ

のことは，Apha. f1os-aq皿 eはリンの供給がなくなってから¥0倍

その現存起を増加させる (3聞から4回細胞分裂する)ことが可

能なことを示している。

(*北海道衛生研**北海道環境研，柑*山形大・理・物質生

命化学)

A12 川嶋昭二:船舶の交通が原因と思われるコン
ブ類の新生育地の形成について(総括}

コンブ類が本来の自然分布繊内から離れた場所にい

つの簡にか侵入し，定着しているいくつかの事例が知
られている.それらの共通点は新生育地が必ず港湾の

中に形成されることから.これらのコンブは本来の分

布地から船舶により持ち込まれたとする考えが最も有

力である.ととでは私の収集した次の3種5事例{新
2事例を含む}について総括する.

1.マコンブL塑担主主!J盟盟主呈
(1)東京湾内本牧視岸椅内{上綬).明治28年(1895)

夏.宮部金吾棟本.北大農 (SAPA)所蔵.新発表

(2)旧関東州大迫港(現旅大港)，昭和 3年(1938) 7 
月.岡村金太郎標本.北大理(SAP)所蔵.

(3)北海道のミツイシコンブ分布繊の浦河.様似.箇

舞，庶野の各自臨港内に群生(様似，庶野は港外に
も生育). 1995年発見.

2.エナガコンブL盟担笠通担堕並宝生且呈
(4)北海道厚岸湖にだけ生育するとされる本穏が釧路

港内の知人総入綱に群生する.1980年発見.

3.エンドウコンブL盟担笠担盟単里担皇
(5)北海道室蘭港外一得にだけ分布するとされる本種

がミツイシコンブ分布媛のえりも海港内に群生す
る.1996年発見.新発表

コンブ類の新生育地は今後も海上交通や種苗の持込
みによる養殖などで増加すると考えられる.新生育地
の人骨の関心はまだ低いが.これらのコンブと環境要

因の動向などを注意深く監視するととは学術上はもち
ろん，産業上からも重要である.

{函館市日吉町 4-29-15) 



A13鈴木稔*・ O伊藤泰二*・松尾嘉英*・

大貝政治判・停法 隆***・舘脇正和***

付着珪藻類によるアレロパシー

磯焼け海域の優占種である紅藻無節サンゴモは、

種々の生態的な役割が明らかにされつつあるが、サ

ンゴモに付着する珪藻類についてはよく分かつてい

ない。そこで、付着珪藻類のアレロケミカルスの検

索を行った。

北海道忍路湾内の磯焼けの海底に生育するエゾイ

シゴロモから分離した珪藻2種 (Cylindrothecacloste-

n聞• Nitzschia sp. )とホソメコンブ発芽体とのこ藻培

養を行った。その結果、いずれの珪藻も胞子体の形

成を抑制した。また、 Nitzschiasp.を用いて培養温度

を変えて行ったところ (5、10、15'C)、高温にな

るにつれて成熟が抑制され、 15'Cではほとんど胞子

体が形成されなかった。つぎに、ミツイシコンブ発

芽体を用いて、それぞれの付着珪藻のメタノール抽

出物について生長阻害物質のスクリーニングを行っ

た。第一次分画では、脂溶性中性部と脂溶性酸性部

が強い阻害活性を示した。また、水溶性部にも弱い

ながら限害活性が見られた。脂溶性酸性部の阻害活

性物質を分離・同定したところエイコサペンタエン

酸であることが明らかとなった。

(*北大院・地環研，料水大校.***北大理・海藻研)

A 15 0河南恵・中野武登・出口博則:南極度及びマレーシア

産地衣類より分離されたフォトピオント

地衣類は.菌類と藻類の共生によって構築された生物で，世

界各地の様々な環境に生育している。本研究では，環筏条件が

極端に異なる南極とマレーシア両地域の地衣類からフォトピオ

ントを分o.培養し，分類学的検討を行った。その結果.南極

産の 17種32標本の地衣類から .Trebouxia glomerata， T 

impressa， T. showmaniilの3種が，マレーシア産の5種12標本の

地衣類からは.Trebouxia gelatinosa. T glomerata， T higg，的S伺e

の3種が確認された.このうち.T. glomerata， T. showmaniiは

南極新産濯であり. 7ぺgelatinosa.T. glomerata， T higginsiae 

はマレーシア新産種である。さらに，両地域において極だって

異なる環袋要因の一つである温度とフォトビオントの増殖の関

係を調べたところ.マレーシア{終帯塚)産のものは， 150C， 20"(;， 

25"(;で生育したが.南極(極域}産のものは.20"(;では約半数

が， 25"(;ではすべてが枯死した。したがって，これらのフォト

ピオントの生育と両地織の温度環境との関連性が推測される。

また，T. glomerataでは，株によって生育可能な温度が異なり，

両地媛聞で種肉変異が生じていることが示唆される.

(広島文・理)
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A14 0山岸幸正・小亀一弘:北海道小樽市忍路湾

における褐藻ウスカワフクロノリの性比の偏りにつ

いて

褐藻ウスカワフクロノリ CoJpomeniaperegrIna 

(カヤモノリ臼}は，大型の球状配偶体と小型の盤状胞

子体による異形世代交代を行う.配偶子は異形であり，

雌雄両配偶子の単為発生が報告されている.忍路湾で

は，本種配偶体は冬~初夏，胞子体は春~初冬にかけ

て見られるが，雄配偶体の個体数が雌配偶体よりも極

端に少ない.本研究では，忍路湾における本種の性比

の偏りの原因を探るため，以下の調査を行った.

配偶体を採集して雌雄個体数の比を詳しく調べた

ところ，雌:雄三亨19:1であった.次に，胞子体の採

集と培養を行った.胞子体を短日条件で培養すると単

子嚢を形成し，単子嚢胞子は配偶体に発達した。この

とき峰雄両方の配偶体が現れた株は 9，雄配偶体のみ

が現れた株は 24，雄配偶体のみが現れた株は 0であ

った。雌雄配偶体が現れたものは接合子由来の胞子体，

雌のみが現れたものは雌配偶子の単為発生由来の胞

子体であったと考えられる。培養下での雌雄配偶子の

単為発生率を測定した結果，雌配偶子のほとんどが単

為発生を行って胞子体に発達したのに対し，接配偶子

は約 13%が単為発生を行ったのみであった.

忍路湾において雌配偶子は単為生殖を行うが，雄阻

偶子は単為生殖をほとんど行っていないと考えられ，

この単為生殖率の違いが性比の偏りの大きな原因で

ある と 推 測 さ れ る 北 海 道 大 ・ 理 ・ 生 物 科 学 )

A16 0福島博・・小林艶子・-吉武佐紀子...南極ア

デア岬の藻類植生

Cape Adareはほぼ 170oE 、71 osの位置にある。こ

の地の藻類の鼠初の記録は胃ill(1902)で2種記している、次

はFritsch(1912)でラン藻4額、ケイ藻 14種、緑君事5種を

報告している。 Fritschの調査した標本はScottを隊長とす

るNationa1Antarctic Expedi tionが1902年1月9日に採集

したものである。今回調査した標本は福島が1995年1月16日

にFritschの調査した標本地t採集されたと同じと考えられる

池で得た5本で、ラン藻5種、緑藻2種を検出しただ付であ

る。 Fritschは血盟主担Q!!笠 int盟組aが純粋培養した程、

多量に検出できたと記しており、今回もこの種が優占種にな

っている。なお、この地の植物プランクトンの現存量は

1，日1日.000細胞/m.eで、著しく富栄養化していることを示

している。 Fritschも純粋培養をしたように沢山な生担型坐

mon酪 inter咽ediaがいたと記しているととろから、その当時

も、との地が富栄養化していたと考えられる。しかし、 1995

年頃は1902年当時より多様性が低くなっていることから、富

栄養化が進行していると推定できる。この池の富栄劃tの原

因は池の近くにあるアデリーペンギンのルッカリーによる以

外は考えられない。アデア岬の地の富栄劃tが車丘進行して

いるととは、アデリーペンギンの数が南極全域で近年憎加の

傾向があるとされている(綿貫1996)乙とと一致している。

(・藻類研、"湖南短大)
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A17 0福島博・・大谷修司"・小林艶子・・吉武佐紀

子南極キングジョージ島の藻頚概要

King George Islandは南極半島の先端に近い、ほぽ57・30・

-59・W、61・50・-62・15・の位置にある.演者の一人大

谷修司は1960年11月21日より1961年2月27日までの約3ヶ月

間中国の長械基地に滞在して研究を行った.との聞に採集し

た220の陸水護類試料の主要種について調査を行ったので、

その概要を報告する.

試料の環境は以下のようである.淡水中71、雪上65、

コケの上58、湿った地上17、石上3、覇軍い岩石中2、骨

の上2、石の下1、コケの下1.

ラン寝の多くは未同定であるが、広く分布している種から

順に示す以下のようである.Navi叫呈魁担I!!!I呈 52(試

料、以下省略)、 12盟叫主主畳陣笠li広告且盟盟国型

L盟 39、盈誕l単呈盟盟2I思 34、担皇霊単皇型出盛

Z皇、 E盟註単語盟控盛ica 28、Pin叫 aria且豆笠担!!:!!!!

25、Navi盟l皇盟主盟主18、主当主主笠L呈浬盤控!i笠 16、

生盟笠坐』呈註笠益単盟 10.特に広〈分布する種は昭和基
地付近とも似ている.

逆に分布の大変狭い属はE笠盛盟豆島色盟盟主、!!!益虫色

也E組担Eで色盟盟L呈以外の種は消棒な冷涜氷に多いが、今

回は大変少なかった.とれば本格的な減水がないためだろう

か、このととも昭和基地付近と似ている.なお、昼盟盛担に

属する種やチリモ類も分布が狭い、 ζのととも昭和基地付近

とも似ている.

(・藻類研、 "島根大・教育、 ...湖南短大}

A190今井一郎事・金武燦*・長崎康三帥・板倉茂柿:

沿岸海水中の微細書車類殺減微生物の検出と計数

近年，我が国沿岸海域より.赤潮鞭毛穫を殺滅する細菌やウ

イルスの存在が報告されてきている.しかしながら，多〈の種
類の有害赤潮鞭毛穫が属するラフィド藻や渦鞭毛量書類は図形培

地では猶殖できず.伝統的な寒天重層法を殺務微生物{キ

ラー}の研究に用いることができなかった.本報では.MPN法

を応用して，微細穂類キラーの検出と計数の方法(マイクロプ
レートMPN法}を検討した結果について述べる.赤潮ラフィド

穂 αlsttonellaantlquaの無菌クローン徐を用い，良〈猶殖さ

せた培養をマイクロプレート (48ウェル}にまず 0.5m1ずつ後
種した.現渇海水試料を孔径0.8μmのフィルターで泡過後に

順次10倍希釈し，各々の希釈段階の試水を0.5m1ずつ48ウェル

に接種し，金量をlm1とした.各希釈段階で各1枚のマイクロ

プレートを使用した.温度22'C.光強度3500lux.明暗周期
14hL-I0hDで繕養し，適宜倒立顕微鏡を用いて観察を仔い，

各ウェルの中で C.antlq闘が99%以上死滅したものを陽性と

した.各希釈段階における陽性数の組合せから，コンビュー

ターを用いて殺著書微生物の最確数を算出した.キラーが働いた

場合.そのウェル中の C. antlqua の細胞は殆ど全て破裂し
た.1994年8月23日に播磨灘から得た獄水に，殺藻細菌。toplu沼asp. J18/MOlを既知の密度 (6.2X 1Q3/m1)で添
加して本法で検出計数した結果.8.1 X 103/m1という値が得ら
れたことから，本法の有効性が示唆された.また，広島湾にお

いて HeterosI.伊沼a陥shlwo赤潮が発生した際に. C. antlqua 

と H.法週shlwoを用いて各々のキラーを本法によって計数し

たところ.C. antlquaキラーが約1Im1であったのに対し.H. 

akashlwoキラーは103/m1以上の密度で賦水中に存在してい
たことが判った(*京都大'JlII...南西永研・赤潮)

A180芹棒如比古'・横浜康継“・有賀祐勝・:生育
地の異なるカジメの生長と光合成特性の比較

高知県手結のカジメは小型(藻長30'70cm)であり，

静岡県下回のカジメは大型(藻長80'200cm)であるこ

とが報告されている。このような形態的変異は生理的変

異に基づいている可能性があると考えられるので，両地

で採集した幼体を同一環境で育てて生長パターンを比較

するとともに，両地に生育する個体の光合成特性の比較

を試みた。移植用には側業が5cm以下の0歳と推定され

る個体を選ぴ， 1995年12月に下回市鍋田湾の水深10m

の海底に設置したコンクリートプロック上に移植し，各
部位の計測を毎月スキューパ潜水で行った。また，岡地

に生育する個体の業状部の光合成と呼吸を1996年1，4 

， 7， 10月に差働式検容計を用いて測定した。

移植したカジメは双方とも茎状部が冬季から春季にか
けて大きく伸長したが，下回産のものは手結産のものに

比べて伸張率が大きかった。業状剖lの光飽和光合成速度

.は下回産のものでは冬季から春季にかけて高く，夏季か

ら秋季にかけて低い傾向が見られたが，手結産のもので

は季節的な変化は顕著でなかった。また，光合成の最適

温度は冬季から春季にかけては下回産より手結産のもの

の方が高い傾向が見られたが，夏季から秋季にかけては

違いが見られなかった。下回産カジメが冬季に手結産カ

ジメより高い光合成活性を示すことは，冬季から春季に

かけて茎状部の伸猿率が下回産カジメでより大きくにな

ることと関係があるものと考えられ，そのため下回産カ

ジメが手結産カジメより大型になるものと推察される。

(合東水大・藻類，“筑波大・下回臨海セ)

A20 0大山温美・奥村宏征・前川行幸:尾鴛湾産

畿類の高温耐性

尾鷲湾は外海に面しているが，魚類養殖や温排水，河

川水の流入等の要因により，環境変動の非常に大きな湾

である。特に，水温は場所や時期により大きく変動し，

夏季には30'Cを越え， 33'Cに途する場所も見られる。海

藻舷生も，湾口部から湾奥部にかけて特徴的な分布を示

す。これまでの研究から，湾内の穣類分布と温度環境に

は強い関連性があることが示唆されている。そこで.

1996年夏季に，尾鷲湾に生育する6種の畿類について，

2.5'Cの温度段階で， 48時間の矯養を行いながら光合成活

性を測定した。特に， 30'C以上の高温繊について，光合

成活性が失われる限界温度を明らかにし，湾内水温との

比較，検討を行った。

光合成限界温度は，培養時聞が長くなるにつれて低下

し，構養48時間後では培養開始時に比べ5-10'C低下し

た。また，湾奥部に生育する種は，湾口部の種よりも光

合成限界温度は高い傾向が見られた。湾口部のみに生育

するアラメについては，培養温度を1'C間隔に設定し，光

合成限界温度をより詳しく求めた。その結果，光合成限

界温度は29'Cであり，アラメの生育していない湾中・奥

部では30'Cを越える値がしばしば観測されている。した

がって，湾内で一時的に現れる高水温はアラメの分布を

規制する重要な要因のーっと考えられた。

(三重大・生物資源)
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A21池原宏ニ:熔滋に出現する主要なaれ重量 A22 0藤田大介事:富山潟東部沿岸績で認められ

の 挙節変化 ている重量渇の衰退現象

瀬戸内海の涜れ重量はメバル類幼稚魚の成育

場として 毘要 であ る.そこで 1993.....1996年の

各挙節に鍾滋で涜れ蕩の調査を行った。

流れ電車 は春の 4.....6月に数と量が最も多<， 

夏 の 7.....9月にほとんど見られず，放にわずか

に出現し，冬にやや増加する.構成種は各挙

節ともホンダワラ類が多い.季節別にみると

11..... 5月の代表種はアカモクで各年とも 41.....1

00%出 現 し た . 年 に よっては春にシダモク，

他に E月にヨレモク，ヒジキ，アマモが比較

的多い.夏はアマモとヒジキ，秋はジョロモ

クがわずかに出現する。これらの出現と経年

変化，隣接海域との比較，議体の大きさ，成

熟，水温などから，涜れ蔀になる要因につい

て報告する.

{遠洋水研}

A23辻村茂男:カザフスタン共和国の猪瀬農地から分離し

た匂岬臨四泊聞の 1穏について

1993年9月にカザフスタン共和国イリ川流域パクパクティ農

場より採取した土緩から分離した藍穫の 1穏について，培養条

件下で分類学的に検討した.この藍穫は単細胞の状態から互い

に垂寵なZ面で細胞分裂が生じ， 4細胞のコロニーとなる.そ

の後，それぞれの細胞において様々な方向の分裂面で細胞分裂

が起こり，サルシノイド状のコロニーを形成する.分裂後の細

胞は次の分裂までに元の細胞サイズまで成長しないが，各細胞

は連続する分裂中も成長を続ける.微胞子(阻岬悩}形成は観

察できなかった.コロニーを取り囲む無色透明な絡が破れるこ

とによりコロニー内の細胞は放出される.これらの特徴は

A<6成田即-cinaのうち徹胞子を形成しない種に対して股立された

。柵田町'CIna(Kova融 1988)と一致する.。咽阻珊曲a属にはこれ

まで11種が知られている.I(j。皿釘ek&A且句界闘世dis(1995)は

Chroo由民:idiop.胞のタイプ穏であるC.then聞Ils~ 同定されてきた

保広畑盆也&Hin血k1975， Wat曲my1989)に対し新種

。棚側冒由ahuebell，側 mを鍵案している.このような新種記載

を行った背景は定かでないが， chroo叩副'diopslsの置政司間百形

成とされてきたものには通常の二分裂と区別することが図鑑な

ものが含まれていると考えられる.従って，。四回sarc刷機の特

徴を持つ種の分類にはα聞出町:cidiopsls，P，捌 do伺仰など近縁と

考えられる属を含めて検討する必要があると恩われる.

{京大・農・熱帯農学}

富山湾の東部沿岸繊{外海繍)は西部沿岸繊{内湾

域)と比べると海重量の種類は少ない{約半数)が，ガ

ラモ場が発達しており，浅海性魚介類の重要な生息織

となっている.近年，この海織では海議類の生育不良

が目立ち，ワカメ漁場やイシモズク扱場{朝日町)が

衰退し水婦げ置が落ちているほか，袋殖ワカメ(入善

町)の生産量も落ちている.議場袋退域では浮泥の雄

綴，寄り藻の腐敗，海事裏付着性の有孔虫の大発生，ケ

ヤリの浅所侵出が認められ，ワカメ養殖地帯ではヨコ

エピが大発生し，食害と営巣活動による重量体の領傷が

顕著であった.また，この海域では議場と関連の深い

魚介類のうち，サザエやマダイなどに減少傾向が認め

られている.泌遺産の生育不良の原因としては， 1994年

夏の高水温，ダム排砂や集中豪雨に伴う濁り成分の増

加，自重岸堤の培設による沿岸繊の静穏化などが懸念さ

れており，必ずしも特定されるまでには至っていない

が，遠藤吉三郎の研究以来ほとんど省みられることの

なかった「淡水漉入型の磯焼け」について考察する上

で重要な事例と考えている富山県水産試験場)

A24 0近藤貴崎二蹟山亜紀子・・，原康明・

イデユコゴメ君事群 (Cyanidiana1gae)の生育分布と 1未記

載種について

イデユコゴメ穏群は好高温，好強酸性で，主に温泉原口

の岩面に付着して生育する単細胞の特異な務類である。色

舗が鮮やかな宵緑色を呈するので，一見，原被光合成生物

のシアノパタテリアと似るが，アサクサノリやオゴノリと

同じ紅穏類である。この濠群の所属に闘しては，形態的に

単細胞であることから、原始紅譲亜綱，チノリモ自の 1群

とする見解と，分子系統的に真綾光合成生物の中で最も古

くに分岐した生物ということからイデユコゴメ務鋼とする

見解などがあり，分類学的にも，系統学的にも注目されて

いる。

演者らはイデユコゴメ謙群の分類学的研究の一環として、

東北地方に多数点在する温泉を主対象に、それらの藻株収

集と分布調査を実施した。その結果， 1 7ヶ所の温泉から

この漢語学の生省を確認した。それらの温泉は pHが低< ( 

多くはs以下，希に 5前後)， 35"C以上の高温で，硫黄

ないしは硫化物を主成分とするなどの共通点があることが

判明した。また.出現した種類は包盟組組且盟組盆担旦と

~.組担担旦且且呈の 2 種がほとんどであったが，脅議県大
畑の恐山温泉 (pH 2. 1. 3 9 "C.硫黄呆}から，直径

2 0μmを越える大型の，葉緑体を多数合む穏を発見した。

この様はイデユコゴメ藻群2属8種の中で♀盟溢盟Eに

最も類似するが，細胞の大きさ，形成する内生胞子の数，

1細胞および 1内生胞子当りの葉緑体数に差があり，同穏

とは認められない。従って，現時点ではこの穫に合致する

既知績は存在せず.ここでは未記載種として扱った。

(・山形大・理・生，・・東北大院・理・生〉
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A250寺脇利信・.吉田吾郎・・村灘 昇"・筒井

功“・.新井章吾広島湾の大野瀬戸中央部・亀ノ

瀕沿岸におけるクロメの形態

大型褐藻の夕日メEckloniakurome Okamuralま，関東

以西の沿岸において，浅所から深所まで，また，岩礁域か

ら砂礁織まで，広く分布する.クロメについては，近年，

藻渇・海中林の造成技術にも関連して，各地での生態と

形態に関する研究が活発化している.

広島湾奥部の大野瀬戸の両岸の岩礁織ではホンダワ

ラ類優占の海藻群落が見られるのに対して，中央部の

亀ノ瀬沿岸では特異的にクロメが優占している.

演者らは，亀ノ瀕沿岸でクロメが優占する要因を，ホ

ンダワラ類との聞の基面をめぐる競合関係から明らか

にする観点での研究に着手した.今回は， 1995年6月

から 1年間の潜水観察の際に採集した標本について，形

態観察の結果を報告する.

亀の瀬沿岸では，クロメは，春から夏にかけて藻長

80cmlこ達した.成長した議体では，茎長10cmで中央

葉長70cmと茎が相対的に短く，中央薬が幅20cmで厚

さ1mmと比較的広くて薄く，大部分の個体が，転石の上

や砂泥の海底に横たわっていた.

(市南西水研，"*大校・のと海洋セ株)海

藻研)

B 2 0堀口健雄事・ JII井浩史*し久保田守***・高橋

哲郎M 叫・渡辺正勝村.:渦鞭毛藻 4種の走光性の波長

特性

演者等は渦鞭毛藻類における走光性の光受容メカニズ

ムの解明を目的として研究をおこなっている.走光性に関

与する構造としては限点が知られるが，渦鞭毛著書類はその

限点の構造に多様性が見られることで特異なグループで

ある.それら異なったタイプの眼点をもっ渦鞭毛藻がそれ

ぞれどのような走光性特性をもつのかは興味深い問題で

ある.そとで演者等は基礎生物学研究所(岡崎}の大型ス

ペクトログラフを用いて，限点をもっ渦鞭毛藻2種，もた

ないもの 2種 (Alexandrium hiranoi. Gymnodinium 

mikimotoj) .計4種について各波長 (360nm-640nm)に

対する走光性の反応性を測定した.眼点を有するもののう

ち.Peridiniumfoliaceumは3重膜に固まれて葉緑体とは独

立したタイプの限点をもつのに対し .Scrippsiella 

hexaprae-cingulaは葉緑体の中に脂質頼粒が並ぶタイプの

限点をもつものである.得られた反応曲線は，眼点の有無

やタイプに関わらず青色~青緑色領域に極大をもっほぽ

同じものであった.さらに，この結果がユーグレナや褐藻

類に見られる典型的な青色光反応系とは異なることから，

渦鞭毛藻類が他の生物とは異なった光受容システムをも

っ可能性のあることが示唆された. 。北大・理・生物，

M 神戸大・内海峨センター，付申基生研，叫料北陸先端

大・材料科学)

B 1 0 Day， J.G.ヘFleck，R.A. *，柿&M.M. 
Watanabe*紳 Cancryo・injuryin microalgae be 
attributed to ice crystal formation? 

In most ∞llections of microorganisms cryopreservation is 
白emethod of choice for long-term preservation. When 
stored at ul回 -lowtemperdtures (<・135・C)material is 
effective1y in "suspended 叩 imation" and no further 
deterioration can occur. For microalgae no 10ss in viability 
has been observed on up to 22 years storage and出E

consensus of opinion is material may be safe1y stored for 
decades. However， a wide rdnge of algae創'capparent1y 
企'Ccze-reca1citrant.0出E隠 mayon1y be successfully frozen 
by optimizing;血 prep悶 ervationωl旬reregime， cryo・

protectant composition，ωoling proto∞1 and recovery 
conditions. On ∞oling at supraoptimal rdtes， or on slow 
warming of cu1tures frozen rapid1y， physiccトchemica1
cO!lditions favour出eformation of stab1巴hexagona1icc (Ih)， 
rdther than smaller cubic i∞(Ic) crysta1s. Intra∞llu1ar Ih 
crysta1s may grow to a significant size and their presence 
appears to corre1atc with lethal injury. 
This papcr discusse.~ in greater detai! the effects of intrd-組 d
extra-cellular iαformation during cryopreservation.百IC

impli白 tionsof this on ex situ αlDservation of algal 
biodiver百ityare also discussed. 

(叱ulωreQlllection of Algae組 dProtozoa， Amb1eside， 
UK; *ベJniversityof Abertay， Dundee， UK;傘*事National
Institute for Environmental Studies， Tsukuba， Japan) 

B 3 0片山喜子康・.金井塚恭裕・.藤岡久美子・.皆川富美・.

奥山茂樹・-横浜康継..:穏績を初等中等教育における生物教材

として位置づける研究ー海産穏類を光合成実験に用いる試みー

すでに我hは，高校生・大学生・一般人の藻類に関する匁醜が

想像以上に乏しいこと:その原因は，彼らが小・中学校で部類に

関して+分学習しなかったためと考えられること z学習指噂要領

揖敬訂されるごとに，小・中学校の理科教科書における灘類の扱

いが軽くなってきていること:謝Tの学習指導要領では，これま

でよりも陸上の高等植物に偏った扱いとなったことなどを指摘し，

本学会としてなんらかの対応措泌要であることを訴えてきた。

21世紀初頭の学習指導要領の骨子を作るために昨年8月から審

議に入うた教育課程審議会では. r教育内容の厳選と基礎・基本

の徹底j晶覗題としてあげられている。そこで、理科・生物にお

いて教育内容を精選するということで.児畠・生徒に身近でない

藻類(7)がこれまで以上に削られてしまう可能性がある。このま

までは，藻類は顕微鏡操作を覚えるときに利用されるだけのもの

になってしまいかねない。

麗類が教育内容から削られてしまうのは，部類の教材としての

有効性が+分に示されていないことも原因となっていると思う。

そこで今回，部類を光合成教材とするために，謝Tの中学校理科

教科書に取り上げられている光合成実験の材料として海産務類

〈海盤底穏と海齢を用いる試みをしたので紹介する。多くの藻

類研究者が，このような教材開発研究にも取り組まれることを期

待する。(・東京学芸大・生物..筑波大・臨海実験センター}



B 4 0池本尚人・河地正伸・宮地重逮:

餌料藻類の凍結保存の難易度および塩素耐性

緑漢と藍穫を除いて凍結保存法が磁立していない

ため，多数の微細藻株の安定した維持管理は難しい。

また，光独立栄養でありながら関般系屋外培養が困

難な点も，実用面での課題である。そこで，餌科部

種などを対象として，凍結保存の難易度と塩素殺菌

に対する耐性について，一殻的なレベルを検討した。

Nannochloroosisのほかにも，これまでに成功報告

例もある珪藻や，プヲシ/藻のE回塁坦~では. 2Aテげ

凍結法で数%以上の生残率を得ることは技術的に難

しくない。株ごとに保護剤との相性と冷却速度を簡

単に検討すれば，培養日数や保護剤中でのインキユへ.サ

ョン時間等の条件調整はあまり必要なかった。一方，

ハ7'~諜，川"ト通事をはじめ，緑藻でも鞭毛をもっ

ollamvdomo雌等では，冷却速度などの凍結1¥'灼

を調節しても，高い生残率を得ることは難しかった。

塩素耐性についても Nannochloroos包を基単として

評価したところ，盈g註盟主がこれに次ぐ耐性を示

した。開放系培養が検討できるグト，.と考えられる。

本研究開発は産業科学技術研究開発の一環として，新1Mギ"・
産業技術総合開発機構から委託を受けて実施したものである.

(海洋バイオ研釜石)

B 6 0熱海美香・河地正伸・宮下英明・池本

尚人・宮地重逮: 原核緑色植物.ft∞:hlorococcω

岨盟の培養法の検討

我々は，駿河湾内と西太平洋外洋域から分離され

た 2株の町四回倒閣∞ω~m垣型盗(原被緑色植物)の継

代培養法として.1) Aquil j者地(微量金属要求性研究用

の人工海水培地}から.2)αlelex 100 (Bio-:ぬ叫樹脂を

充填したがムを通して重金属を除いたあと.3)入念

に洗浄した事"a-ili'トト製容器を用い.4)青色の微弱

光下で培養することにより良好な生育を得ている。

しかし，特にこの培地調製の方法は複雑で，多大

な時間と労力を要するため，作業の簡略化の可能性

を検討した。その結果. ~;À処理をしていない培地

やがうX容器を用いた場合でも，従来法と同程度以上

の生育が見られることがわかった。一方，改良法で

は安定期が短い傾向もあり，さらに長期間の調査も

必要であるが，光条件に十分留意すれば，指地調製

法は簡略化できることが示唆されたので，今後

針。chlαm∞:cusを実験材料として，大量に安定供給

できることが期待される。

本研究開発は産業科学技術研究開発の一環として.新;q.，(<f-. 
産業技術総合開発機構から委託を受けて実施したものである。

(海洋バイオ研釜石)
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B 5 0石井佐知子・中野武登・出口博買IJ : 

Anthocerotae判 ostocの再合成による共生関係の解析

Anthocerotae (ツノゴケ綱)の葉状体中には Nostocが

コロニーを形成し，両者は共生関係にある。本研究では，

その両者をクローン化し，再合成させることにより，両者

の共生関係を明らかにすることを目的とした。ツノゴケ

(3属4種)から，Nostocのコロニーを分離・培養した。

また、ツノゴケの胞子の純粋培養を行うことにより

Nostoc-freeの葉状体を形成させることに成功した。その

後、繕養された NostocとNostoc-freeのツノゴケの葉状

体を液体培地に入れて混合培養し，再合成を鼠みた。ニワ

ツノゴケでは，約 1ヶ月後に Nostocのコロニーが葉状体

中に形成され、共生関係が見られた。本株に本来共生して

いた Nostoc以外にも，他のツノゴケ3種と共生状態にあ

る別種の Nostocもこワツノゴケと共生することが確認さ

れた。これらの結果から，ツノゴケと Nostocの共生関係

には多機性があることが示唆された。

(広島大・理)

B 7 0牧野愛*・矢部和夫キキ・小野寺小百合

*村・鈴木稔本:

海務類に与える紫外線の影響

その4. ダルスの紫外線吸収物質について

小樽市内の沿岸海域で採集した紅藻類を用い

て紫外線CUv-s)の与える影響を光合成活性を用

いて調べた。その結果，光合成活性がおよそ

40%以下になると一部の紅藻類は海水中に紫外

部に吸収を有する物質を放出することを確認し

た。次に，小樽市忍路産のダルス (Palmaria 

palmata)を用いて，光合成活性と紫外部に吸収

を有する物質の放出との関係を調べた。その

後，この物質を大量に放出させ，活性炭を用い

て精製したところ， 320-322nmに極大吸収を

有するpalythineとペーパークロマトグラフィー

的に一致した。

(*北大院・地環研**北東海大・海洋開発工，

***エヌティーコンサルタント)
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880渡部佐知子・中野武登・出口博則:海生および

海岸生地衣類のフォトピオント

海岸は植物の生育にとって厳しい環境であり，生育

する植物は限られている。地衣類はそのような特殊環境

下に生育する植物群の一つである。本研究では日本およ

びマレ一半島沿岸の飛沫帯・潮間帯で採集した地衣類
104標本からフォトピオントを分離・猪養し，それらの
形態および生活史を観察した。その結果，飛沫絡に生育

する海岸生地衣類 19属 29種からは ，Trebouxia， 

Dilabifilumをはじめとする 10属 18種の緑藻類を，また，
潮間帯に生育する海生地衣類 2属 2種からは ，D. 
arthopyreniae 1種を確認した。 D.arthopyreniae Iま，

free-/ivingでも海岸飛沫績や潮間帯に生育しているこ
とから，海岸での地衣類のフォトピオントの滋得に強

く関与していると考えられる。
また，分離されたフォトピオントの耐塩性を検討す

るため，これらの藻株を様々な混度の NaCIを含む織

地で培養した。その結果，全種のフォトピオントは海水

と悶;漫度 (30%0)の培地で増殖が可能であり，最高で
100%。の培地で増殖可能なものもあった。このことから，

海岸に生育する地衣類のフォトビオントが高い耐塩性
を有することが明らかになった。このフォトピオントの
耐塩性が，塩分;寝度が大きく変化している海岸という
特殊環境での地衣類の生育を可能にしていると考えら

れる。

なお，本研究の結果，緑藻類3種はアジア新産種であ

り，地衣類6種のフォトピオントがはじめて明らかに
さ れ た 。 (広島大・理)

810 0江原恵*稲垣祐司，石丸八寿子*ぺ大漬武

:カサノリ目Acetabulariaca/yculusのミトコ

ンドリア遺伝子coxIの遺伝暗号変異

2種のAcetabularia及びその近縁属において、

核ゲノム上の遺伝子では、 UAG及びUMコドン

は終止コドンではなく、グルタミンのコドンと

して使用されており、終止コドンは唯一UGAで

あることが報告されている.

我々はA calyculusにおいて核遺伝暗号が同

様の変異を持っている他に、そのミトコンドリ

アにおいては、 UAG及びUGAコドンが、センス

コドンとして使用されていることを、 COXI遺伝

子の解析から明らかにした。また、このCOXI遺

伝子中には少なくともイント口ンが2カ所存在

しているが、ミトコンドリアゲノム上の遺伝子

であることを、核ゲノム-freeDNAを用いて示し

た。エディティングの可能性や、アオサ藻綱に

おけるこの遺伝暗号変異の広がりを検索してい

る.

(生命誌研究館.合阪大・生物科学.* * Rockefeller大)

8 90宮下英明ヘ池本尚人ヘi1野自慢悉ヘ宮地量逮ヘ平原光...:酉太平洋海緩からまま起し定新毘新種の重量形ブラシノ漢

と1駒 ONAを用いた重量形ブラシノ麓3属の分子系統解析

19鈎年に西太平洋海鰻パラ方沖の水深12Qn1J、ら録取しだ海

水から琢形の録色蕩類をまf腿レた.直径3-5μ円程度の単細胞濠

類で、.毛をもっステージは観軍需されない.細胞壁をもち、周

囲を粕佳物質に包まれている。カッフ状集録体の内側基底古車仁

田Jノイドをちつ.ピレノイド臥細胞債の侵入を到すており、

細胞質侵入却には、議録体外腹とミトコジドリア外践が観照さ

れる.無性生殖で2等分裂する.党合成色素としてクロロフィ

ルa-b、MgDVP.、ブラシノキサジチジ、ウリオライド、ピ方

ラキサンチン、ネ才キサンチジをもっ.これらの形態的特徴や

色素組成は、マミヱラ自のブラシノコッカス属、ブラシノデル

マ贋に似ている.しかし、細胞盤、細胞外マトリクスス構造が

異なること、また、分裂繊主主が異なることから新属およt廟穏

と判断した.この稼にブラシノコッカス、ブラシノデルマを加

えた涼形ブラシノ藻3厨の1倫 ONAを用('¥1E分子系統解析を行っ

たところ、これら3贋は狙立しだクラスターを形成した.この

クラスターは、マミエラ科の灘類によって形成されるクラスター

と姉鎌関係にあった.しかし、ピクノコッカス科ピクノコッカ

ス属とは磁れた系統関係を示した.これまで球形ブラシノ灘類

はすべてピクノコッ力ス科lこ置かれていたが、ブラシノコッカ

ス属、ブラシノデルマ属そして新属を含む新科の盤立が必要で

ることが示唆された.

本研究開発の一部は、産業械学技術研究開発の一環として、

新エネルギー・産業筏術総合開発鶴橋から委託を隻けて実施し

たものである(事海洋パイ方研、“B本赤+字看護大〉

811 0鯵坂哲朗:分岐分類学的手法による
褐穫類ヒパマタ目植物の系統解析

昨年の植物学会第 60回大会において、堀

口・吉田両氏により発表された r18SrD
NA による日本産ヒパマタ目植樹〈褐蕩類〉

の系鋭解析」では、ウガノモク科が偽系統で
ある可能性が高く、ヒジキ鳳がホンダワラ属

8種と単系統であることが報告された。
演者は、ホンダワラ属内の系統分類学的研

究に必要な形質の探索を目的として、ヒパマ

タ目植物 8科 41属と外務としてナンカイコ
ンプ目植物のいままでに研究されてきた形態

学的、解剖学的、発生学的、遺伝学的、その

他論形質について検討を行い、種・属・科レ

ベルでの形質の整理を行っている。今回は比

較的欠失した項目の少ない形態学的・解剖l学
的・発生学的形質を用いて、最大節約法によ
る分岐分類学的系統解析を行った。その結
果、ヒパマタ自ではヒパマタ科グループとウ
ガノモク科/ホンダワラ科グループの大きく

2つのグループに分岐しており、堀口・吉田
両氏により指摘されたようにジ aロモク属が
ウガノモク科とはクレードを形成せず、ホン

ダワラ科と姉妹群の位置に来ることが再認識
され、ラッパモク属もホンダワラ属と単系統
になることなどがわかった。このような結果
は、ハワイ大学のフィリップ氏による rb c 
L遺伝子解析{私信)と一致した。

(京大・農〉



812 0菊地則雄・・能登谷正治"・梶村光男"・:
St:Ylon.ema reniforme Kaj i皿uraの分類学的再検討と室内

培養による生活史

紅藻ベニミドロ属の一種 Stylon.e1llD.reniformeは.障

岐島沿岸の深所から得られた材料をもとに Kajimura

(992)によって記載された。本種の生活史を明らかにす

るために天然および室内培養護体を観察したところ，本種

の各細胞には6-8個の盤状の色素体を有する点で原記載
とは異なることがわかった。このことから，本種は

Goniotrichゆ'sis属〈ニセベニミドロ属:新称〉に含め

られるものと考えられた。ニセベニミドロ属には，これま

でタイプ種である G.subl i Horalis Smithのみが記載さ

れており，太平洋北東部とヨーロッパの一部からのみ報告

されている。この種の形態は単列から多列細胞で分校し，

各細胞にはピレノイドを欠いている。これに対し，本種で
は葉状の腎峨形で分校は認められず，細胞にはピレノイド

を有することで別種とみなされので，新組合せ

仇刷otrichゆ'sisreniformis (ニセベニウチワ:新称〉
を提唱する。従って，本種はこの属の2番目の種となる。

室内培養の結果では，重量体の多くは天然藻体と同様に l層
細胞からなる禁状で，外形は腎臓形である抗時には葉状

部の所今に2層細胞が見られたり，塊状となる体が，いず

れの条件下でもごく少数認められた。繁殖は栄養細胞がそ

のまま放出される無性胞子のみが認められた。また，高光

量の80μmolm-'s-I下や高温の25-30"C下，低温の10"C
下では枯死するか，または成長はほとんど見られなかった。

σ千葉中央博..東水大・応用藻説"・島根大・生物

資源・臨海)

814 山田信夫・.古谷敏"・村松清...マクサ

レクチンの収量ならびに活性の季節変動

寒天原漢として代表的なマタサから、軍事天ばかりでなく他

の有用物質を抽出し、海護資源の有効利用を図ろうとするも

のである。

すでに、マクサレクチンをキチンアフィニィティークロマ

トグラフィーによって精製し、その収量や活性ならびに槍特

異性、さらにその存在部位などについて報告した。

ここでは、 1995 年 5.8. 12月に伊豆半島白浜地先で、

1固から 11田の深さまで 3-4段階に分けて篠取したマク

サを試料とし、 PBSを用いて得られた粗抽出物をキチンアフ

ィニィティークロマトグラフィーによって精製し、その収量

を求めるとともに、活性についてはウサギ赤血球を用いて調

べ、それぞれの季節変動を検討した。

その結果、キチン親和性レクチンの収量は 5.8月に比べ

て 12月のそれはほぼ 2倍強の値を示し、夏季より冬季に

マクサレクチンの含有量は多いようであった。深度別の違い

は、それぞれの採取月とも最浅揮で最小の鐙を示したが、は

っきりした傾向はみられなかった.最4活性温度を 1 とし

たときの原務 1g 中の総括性は 12月の水温が低いときに

採取したものが録も高かった。

('東海大・海洋研、"鈴与・総冊
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813 0河地正伸・池本尚人・宮地重遼:

黄金色藻Dinobryonfaculiferumの細胞構造と分類

Dinobryon属の多くの種は淡水域に生息し，ロリ

カ(カップ状の細胞外被構造)に包まれた細胞で群

体を形成する.一方.DinObl抑!DfaCl必ferumは，

ロリカの形状に基づいて記載された海産の種であり，

単細胞性の体性をとる.1995年 4月に小豆島，土

産港から採取した海水より D.faculiferumを培養株

として確立し，光顕と電顕による細胞構造の観察を

行った.本種は食作用能を有し，直径 0.8μm前後

のバクテリアサイズの粒子を細胞内に取り込んだ.

鞭毛移行領域には.4・5本の transitionalhelixが存

在し，鞭毛装置構造の基本構造と配置は，過去に報

告された食作用能を有する黄金色藻のものと類似し

た.一方，葉緑体が細胞後方に位置し，限点を欠く

といった，他の Dinobryonの種とは異なる特徴が見

出された.本種の細胞の体性および細胞内オルガネ

ラの配置と構造に認められる特徴から.Di・nob砂on
よりもむしろ Poteri.，伺chromonasとの類縁性が考

えられ，本種の分類上の位置について再検討する必

要性が示唆された.

本研究開発は産業科学技術研究開発の一環として，新

エネルギー・産業技術総合開発機構から委託を受けて実

施したものである.

(海洋バイオ研・釜石)

8150御園生拓・斉麗周子・時友裕記子・井上

行夫・・砂田真司・・堀裕和・・桜井彪・・前川行

幸..スサピノリに含まれる銭外様吸収物質の

励起エネルギー転移過程

紅音量スサピノリ(Porphyrayez出血;s)に含まれる紫

外線吸収物質(UVAS)の生理・生化学的な解析を行っ

た.水抽出後，ニトロセルロースフィルターによっ

て除タンパクした祖抽出液には.334nmの光を特異

的に段収する物質が含まれている.この画分は，

RP.・18カラムを用いたHPLCによって6-7成分に分

離できることがわかった.しかしこれらの物質はい

ずれも蛍光を出さないので，今回はUVASが吸収し

た光エネルギーがどのように転移していくのかを調

べた.圧篭泰子を組み込んだ光音響セルを検出系と

したXeClエキシマレーザー励起色素レーザーシステ

ムによってUVAS水溶液の光音響信号を測定したと

ころ.吸収されたエネルギーは振動に変換されてい

ることが示された.有害な紫外線の励起エネルギー

を熱の形で敏出するという方法は.生体にとってもっ

とも影響が少ないものであると考えられる.UVAS 

水溶液に長時間にわたって紫外線を照射し続けた場

合でも吸収に大きな変化がみられなかったことから，

との物質は生体内でかなり安定に紫外線のエネルギー

の緩和を行っていると考えられる.

(山梨大・教育.・山梨大・工..三重大・生物資源}
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816 0佐藤征弥・高島由希・潰崎静恵・小山保

夫:重金属処理によるブラシノ藻類 Tetraselmis 

坦立単主単旦細胞内チオール浪度の変化

細胞毒性を持つ重金属はタンパク質のSH基と結合

し，機々な生体反応を限害する。細胞中のシステイ

ンやグルタチオンなどフリーのSH基(チオール)を

持つ低分子は重金属と結合し，毒性を緩和すると考

えられている。演者らは植物プランクトンが環境中

の重金属をどのように処理しているのか明らかにす

るために.ブラシノ藻類 T副 raselmis出江盆且全

国を材料に.重金属と細胞内チオール貯凄度変化の

関係を調べた。 L包立邑担単息を重金属を含む培地に

移し，低分子チオールと特異的に結合する蛍光色素

5・chloromethylf I uorescei n(5CM町で生体染色

し，フローザイトメトリーで蛍光強度を測定して細

胞内チオールの変化を観察した。その結果， 10μM 

HgCI2では 1h後にはチオールは最低レベルに減少

し， 24 h後にはほとんどの細胞が死滅した。 CdCI2

では処理直後にチオール進度の上昇が見られたが，

1.0 mM以上の漉度で時間経過とともにチオールは

減少し，やがて細胞死が起きた。これらの結果から

L単位単位単主においても重金属に対する耐性に細胞

内チオールが深く関わっていることが示唆された。

(徳島大・総科)

818 0峯一朗.窪内ゆか.奥田一雄:

紅藻フタツガサネの不動精子の形態

紅藻では不動精子(雄性配偶子)を包む被膜

(covering)や様々な形態の付属枝 (appendage)

が，受精における配偶子接着に関与することが知ら

れている。本研究ではイギス科フタツガサネ企且k
白星盟国盟国血盟担当旦の精子の被膜・付属枝の形態

色精子の形成時.放出後，雌性配偶体への接着時

の各段階において.共焦点レーザー顕微鏡.透過型

及び走査型電子顕微鏡を用いて観察した。

水中に放出された球形(直径約 4μm)の精子の表

面には厚さ 1μmの無色の被膜が存在した。被膜の

外側から 2本の各々長さ 30μm以上に達する付属枝

が伸長した。付属枝は柔軟で薄いリボン状(幅 0.4

μm)を呈した。多数の微細な繊維が付属枝の長軸方

向に配列し一本の付属枝を構成した。精子褒では被

膜の形成後に付属枝が形成された。付属枝は形成中

の精子細胞が exocytosisするひだ状構造から由来す

ると考えられた。放出後の精子を雌性配偶体に媒精

すると.精子は藻体や毛状葉.受精毛の表面に付属

枝を介して.あるいは巻き付けた状態で接着した。

(高知大・理・生物)

817 0佐藤征弥*・漬崎静恵*・高島由希*・酒

井敦“・黒岩常祥“:ミル (Co組以血在室副l呈)

オルガネラDNAの精製

高等値物のミトコンドリアDNAはゲノムサイズが

巨大であることや遺伝子構成などの点で他の生物群

とは異なる特徴を持ち，その進化に興味が持たれて

いる。藻類，特に緑藻類はこの問題を解明する鍵に

なる生物群であると考えられ否。演者らは緑藻類ミ

ル但旦出且皿立呈旦盟阜)からオJj，ガネラDNAの精製を

試みた。藻体を5倍溶の MSbuffer中で破砕し，

ガーゼで溜過して細胞壁成分を除いた。遠心でオル

ガネラを沈殿させた後， N-Iauroylsarcosine， 

Proteinase KIこよりDNAを遊離させ， EBI CsCl， 

Hoechst33258/CsCIの2回の超遠心によりオルガ

ネラDNAを精製した。 Hoechst33258I CsCI超遠

心により 3本のバンドが現れ，サザンハイブリダイ

ゼーションにより.それぞれ細胞核，葉緑体DNA，

ミトコンドリアDNAであることを同定した。葉緑体

DNAの制限酵素パターンはManhartら (1989)が

報告したニューヨークのミルと同一で白あった。ミト

コンドリアDNAはゲノムサイズか・大きいという点で

は高等植物的であったが.タバコの豆旦茎1遺伝子を

プロープとしたサザンではタバコとのホモロジーは

高くないことが示唆された。

(*徳島大・総科.“東大・院・理学系研究科)

819 0杉山 孝一・石川 依久子:オオパロニア

の創傷治癒を誘導するアクチンフィラメント

球状の多核単細胞性緑務オオパロニア (Vi国tri.caria

R盟tri.α国}は，外傷を受けると，細胞質を凝集させ

ることで傷口を塞ぐ(創傷治癒).この夜祭運動にと

もない.周辺部から傷口へ向かう細胞質の移動が起乙

る。この細胞質運動はcyt叫Jal.田inDによって停止す

ることから.アクチンフィラメントの関与が確かめら

れた.悶接蛍光抗体法を用いて，この細胞質運動を導

くアクチンフィラメントを可視的に観察した.

傷口の縁辺部において細胞質は肥厚し，傷口を囲む

リング状のアクチンフィラメントが，との部位の液胞

膜直下に配列するのが観察された.フィラメントの配

列は.時間とともに摺加した.ζのアクチンフィラメ

ントのリングが求心的に収縮することにより.細胞質

が凝集し.結果として傷口が塞がれるととが理解され

た.一方.傷口に向かうアクチンフィラメントの配列

が観察され，これによって周辺部から傷口へ細胞質が

移動するとみられる.

また.ζの創傷治掻は，外液に含まれる白れの傷口

からの滅入により開始され.白"のZ宙定ptarの可能性

として.∞毘(白2+吋主亭g泊回.lprot且inkilIaSe )の

存在を細胞内に確認した.現在.との細胞質運動への

∞肢のかかわりについて検討を進めている.

{東京学芸大学・生物}



820 0本村泰三*・奥回一雄会合:

多核緑藻マガタマモの細胞周期におけるセントリオ

ールの挙動と微小管の動態

マガタマモの核分裂に闘しては， Itagaki and 

Ogawa (1 994)が詳細に電子顕微鏡を用いて観察

を行い，1)細胞周期を通じてセントリオールが存

在し，分裂期には両極に移動すること， 2)閉鎖型

紡錘体が形成されることなどを明らかにしている.

今回演者らは，抗チューブリン抗体とセントリオー

ルのマーカーとして抗セントリン抗体を用いた蛍光

抗体法によりマガタマモの細胞周期における微小管

の動態並びにセントリオールとMTOCsとの関連を調

べた.中間期核においては，抗セントリン抗体陽性

のドット(セントリオール)が1個もしくは2個(稀

に3個)存在するが微小管は核膜の外側周囲からラ

ンダムに伸長し，セントリオール付近にはMTOCsは

無かった。核分裂前期になるとセントリオールは複

製し分裂極に移動を開始する.セントリオール周辺

IこMTOCsは局在するようになり，核膜外側に沿って

多数の微小管が伸びる.中期には紡錘体が形成され，

両極にセントリオールが存在する.しかし後期以降，

中闘紡錘体が形成・伸長する頃から，セントリオー

ル周辺にはMTOCsが見られなくなった.

(台北海道大・理・海藻研**高知大・理・生物)

822娘点を欠損したプラシノ蕩M回oSligmaが示す走光性の

特徴について

松永茂、 O渡辺哲、宮村新一、混輝三

[導入]鞭毛穣類の走光性において眼点が果たす織能については、その

多くが来だ推測により議歯されている。

[目的14椋のプラシノ蕩Mesostigmaを観嘆したところ、このうちの

1株において限点が光学顕微鏡レベルで認められなかった。この株の

走光性を解析したところ、他の株と異なり、入射光に対して垂直立方

向に走性を示した(diapholol副 is)ロこの特異な走性はロドプシンの特異

的阻害剤(hydroxylamine)処理により他の犠の走光性と同績に阻害され

たので、この株は光受容体そのものは変異を起こしてい立いと判断し

た。そこで本研究では、この眼点欠損繰と他の格の走光性の特徴を比

較し、走光性における眼点の後filHこ闘する知見を得ることを目指した。

[結果11}眼点の有無による光感度の差:正常な株の録色光媛(5∞司
580nm)での光感度は眼点欠損株にくらべ平均 16.4(S.E.6.2)O)高い値を

実測した。これは限点により光のコントラストが強められるとする鋭

を支持する。

2)圭先性におけるE貨の待号t眼点

正常緑は光の強さなどに応じて正または負の走光性を示すが、眼点欠

銅線に特異的な光軸に垂直な走性では符号が存在しない。よって符号

は眼点により付加される可能性がある。

3)眼点の有無による量産長依存性の遣い:眼点欠鍋橡は膏色光科.00-

480nm}に対する感度が極度に低〈、この波長域ゆ作用スベヲトルの形

が他の株と大宮〈異なることを見いだした。よって本研究で使用した

株の限点は特に青色光を著しく強めていることが示峻される。

{筑波大学生物科学系)
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821 0真山なぎさ・真山茂樹・石川依久子:羽状珪藻

Nitzschia sigmoideaにおける両側にCh-DNAを伴う短冊形ピ

レノイド

Niiωchia sigmoideaの葉緑体には特異な短冊形の構造体

が多数存在するが. これは従来ピレノイドと呼ばれてき

た。野外から得られた試料を用い，本種の葉緑体の構造

を観察した。生細胞の光学顕微鏡観察では，葉緑体内の

短冊形の構造体はほとんど明瞭に観察できなかったが.

プロピオンカーミン染色によりそれを認めることができ

た。また.この構造体の両側にはDNAが線状に配置してい

ることが. DAPI染色した細胞の落射蛍光顕微鏡観察から

明らかになった。この構造体の切片は透過型電子顕微鏡

観察ではレンズ型をしており.一般の珪藻に見られるピ

レノイドと閑様の形態を示した。また，その両側にはDNA
を含有すると思われる部位が観察された。テクノビット

樹指に細胞を包埋し，キュウリの RuBisCO抗血清を用い

た間接蛍光抗体法による観察を行ったところ，葉緑体中

でFITC蛍光を特異的に発する部位が認められた。同切片

をDAPI染色観察すると.先のFlTC蛍光を発する部位の両

側にDAPI蛍光が認められた。閥抗血清を用いた免疫電顕

法による観察では.ピレノイド領域に金粒子が特異的に

認められ. RuBisCOの含有が示唆された。

〈東京学芸大学・生物)

823 0山本露子・和田正幸:

銅 による緑蓮 Chlamyl血monasの生育阻害と

脂肪酸組成について

火山性酸性湖 (pHめから分離したαlamydo-

mon邸前劫)thilaと中性域で生息するc
，.einha，.dtii， C. moew舗がの生育と脂肪酸組成

に 及ぼす銅イオンの影響について検討した。

一般に酸性水域では，多量の重金属を溶解

している。 C. acidophilaを 分 離 し た 湖 沼 に

おいても中性潮に比べ銅をはじめとして鉄

やアルミニウムを多量に含む。最適生育pH

を 2-3にもつこの株の 50%生育園害銅潰

度 は 50μMであった。その他のαlamy必-

monasの 50%生育阻害銅温度は 5-10μM

であった。 αlamydo脚 nasの藻の主要な脂

肪酸は， 16:0， 16:4， 18:0で あ る が ， 銅 の

議 加により何れの株も脂肪酸の飽和他がす

すみ，不飽和脂肪酸含量が減少した。

(明治大・農・農他)
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824 0松山和世*・田中次郎*・宮地和幸**・

有賀祐勝*:汽水産ジュズモ属(緑藻，シオグサ科)

の 1種の生長および成熟に対する塩分の影響

運河や河口付近の構築物などに生育する汽水性

ジュズモ属の l種(仮称 Cha仰脚rphatokyoense) に

ついて，その生育環境の調査と培養実験を行った。

東京湾に繋がる東京都港区の高浜運河において 11

月に行った調査の結果，本種の生育場所の水温は 1

ヶ月の聞に 17.5-21.8t:，塩分は 5-23の範囲で，

また大潮の時の 1日の聞に水温は 18.5-20.4t:，塩

分は 6-24の範囲で変動が見られた。

本穫の生長および成熟に対する塩分の影響を明ら

かにするため， 12月8日に採集した天然藻体を用い

て塩分0，10， 20， 30， 40の培地で水温20t:，光量
18μmol'm・2・s・1の下で 12日間培養し，藻体の長さ，

栄養細胞数及ぴ成熟細胞数を測定した。藻体の長さ

及ぴ栄養細胞数は，ともに塩分20で最大となり，次

いで塩分30，10， 40の順で小さく，塩分0では生長

はほとんど見られなかった。塩分40では全ての藻体

で成熟細胞が見られ，次いで塩分30，20， 10の順で

成熟細胞が見られた藻体の割合は小さく，塩分0で

は成熟細胞は全く見られなかった。これらの結果か

ら，実験に用いた 12月採集の藻体は塩分20で最も

よく生長するが，成熟にはこれより高い塩分の方が

より好適であると推察される。

(*東水大・藻類*本東邦大・生物)

826 0樽谷賢治・山本民次・松田治:

非定常活費条件下における有事潟綬毛藻A蜘 n伽・脚

印刷F側 eの個体群動態

沿岸，内湾域の環境は時間的.空間的に変動が大きく，

非定常な状態にある。例えば.j司川水による栄賛憶の供

給は断続的である.本研究では.このような非定常な生

態系における断続的な栄賛塩供給パターンに着目し，供

給頻度の遣いが麻痩性貝奮の原因種であるA加 :ndri:附

U脚グ側eの個体群動態に及ぼす影轡を実験的に検討し

た。実験は，リン酸塩を増殖律速因子とし，希釈率を

0.25 d-'とした半連続I音質系で行った.リン酸塩を一日

一回添加した湯合.Atomare悶 eは速やかに泡殖を始め.

細胞密度は連続的に増加した.一方.リン酸塩の供給頻

度が7日間隔に値下すると，その供給に応じて細胞密度

は摺滅を繰り返した.また，リン酸湿の供給と細胞密度

のI曽加との聞に2日程度のタイム・ラグが認められた.

このような非定常条件下でのAto脚7開 eの個体群動態

は，阪oopの式に基づく摺殖モデルでは充分に再現され

ず.リン酸湿の取り込みと増殖との時間的なすれを者慮

することが必要であった。また，リジ酸塩の取り込みと

増殖の不一致は，細胞収量の値下をもたらす一方で.細

胞内のリン蓄積量の増加につながることから.自然環境

下でのAtamarenseの増殖機構を明らかにするうえで無

視し得ない要因の一つであることが示唆された.

〈広島大・生物生産〉

825 0金南吉・・能登谷正浩..鱒国済州島産ヤ

プレアマノリPorphyralacerataの生活史におよぽす

温度、光量、光周期の彫響

1996年4月20日韓国済州島金寧で採集した藻体から

接合胞子を得て温度 (5-30"C)、光量(10-80μ
mol m-Zs-l)、光周期(10L:14D、14L:10D)を組み合

わせた条件下で培養した結果、 30"C下ではいずれの光

量、光周期下とも枯死したo 5 -25"C下では生長し、

25"C、 ~Oμmol m-Zs-1の長目下で援も速く生長した。

殻胞子麗はいずれの光量、光周期下とも20"Cと25"C下
で形成された。禁状体は光量を40μmolm-2s・1とし、

温度および光周期は接合胞子の培養と同様の条件下で

行った結果、生長は培養1-2週固までは高温下ほど

速い傾向が見られたが、原胞子や精子および接合臨子

の放出に伴って、低温下で大きくなり円形または卵形

と成った。しかし、 50C下では可なり生長が遅れた.

原胞子、精子の形成の放出はそれぞれ長日下では15-

25"C、 10-20"C、短目下では10-25"C、 5-20"Cで認

められ、接合胞子の放出は長目、短目下ともに10-

20"Cで見られた。精子磁および接合臨子嚢の分割表式

はそれぞれ32(a/4，b/2，c./4) または64{a/4，b/4， 

c/4)、4(a!2， b/1， c/2)または8(a/2. b/2， c/2)の2通り

が認められた。以上の結果から緯国済州島産器廃休は日

本の江ノ島産潔体に比べ小さな葉体で成熟することが

分かった。

(・樟国慶向大学校・"東京水産大学)

C 1 0大賀学・大谷修司:汽水域，宍道湖・中海にお
ける浮遊珪藻類の種類組成と季節変化

島根県東部に位置する汽水域，宍道湖・中海の重要な
基礎生産者である浮遊珪潔類の種類組成と季節変化を明
らかにするために，宍道湖 3地点，中海4地点において
1995年5月より 1996年 11月まで，毎月定期調査を行い，
光学顕微鏡及び電子顕微鏡を用いてその分類学的研究
を進めてきた.
出現種数は 14属 30種で，優占種は Cyclotella

hakanssoniae， Cyclotella sp 1.， Cyclotella sp2.， 
Cyclotella sp3.， Thalassiosira pseuoonana， 
Neooelphineis pelagicaであった.出現種は宍道湖と中
海で大きく異なり，前者は Chaetocerossp.， Cyclotella 
hakanssoniae， Cyclotella sp 1.， Cyclotella sp3.， 
Thalassiosira pseuoonanaなどの狭塩性~広塩性汽水
種，後者は Cyclotellahakanssoniae， Cyclotella sp2.， 
Minioiscus comicus， Neooelphineis pelagica， 
ThaJassiosira teneraなどの広塩性汽水・海産穏で特徴
付けられる.これは両湖の塩分渡度(海水の約 5-10%の
宍道湖，約 20-50%の中海〉の違いを反映しており，本水
域では担分濃度が珪藻の種類組成を決定する重要な要
因であることが示唆される.
季節的消長について，宍道湖では 3月.4月に

ThaJassiosira pseuoonana. 5月 -7月 に か け て
CycJotella sp 1..8月-10月には CycJotellasp3.が優
占し，11月-2月にはほとんど珪藻類は出現しない.中海
では5月，6月に CycJotellasp2.が優占し，7月，8月には
優占種はないが様々な種が出現し， 9月，10月は
NeooeJphineis peJagicaが優占，11月-2月はほとんど
珪君臨類は出現しない，といった変動パターンが認められた.

(島根大・教育)



C 2 仁m方信孝・・千原光雄..: 185巾NA塩暮配列に基

づ〈クロレラ属および近縁群の分額

クロレラとその近録群Iま主に形館的、生化学的、生理的特徴に

喜毒づいて分類が行われてきた.録譲クロレラ科{狭議}は、細胞

壁が1層で表面に複織がな〈、二次カロチノイドを生成しないク

ロレラ重科と、線抱墜が2層で繊織をもち、二次カロチノイドを

生成するスコチェロキスティス亙科に分額される.本研究では、

クロレラ亙科のクロレラ属を中心に分子系統解析と細飽微細構造

の特徴から分類学的研究を行い、下lIeの結果を得た.

従来、クロレラ属と呼ばれる分類群I草、次の5グループに分け

るのが適当である.1) Chlorella vulgarisグループ:細砲壁が1

層で、ピレノイドに 2層のチラコイドが貫通し、ピレノグロ

ビュールが存在しない. 2) Ch. saccharophilaグループ:細胞

壁が1層で、ピレノイドに 1層のチラコイドが貫通し、ピレノグ

ロピュールを有する.3) Ch. ellipsoideaグループ:細胞壁が1

層で、ピレノイドに2層のテラコイドが貫通し、ピレノグロ

ビュールを有する.4) Ch. reniformisグループ:細胞壁が1層

でピレノイドを有しない.5) Ch. minutissimaグループ:細胞

壁が2層でピレノイドを有しない.上記の5グループを独立した

属とみなし、それぞれ1)αI/orel，師、 2)α1I0rothecium.3) 
Chlorellopsis. 4) Palmellococcus、5)Nanochlorumと呼ぶ

ことを提案する.なお‘スコチェロキスティス亜科に属する

Auxenochlorel，旬以外の譲群は、クロレラよりもセネデスムスと

近縁であった。

ド三井造紛・千震研究所、"日本赤十字看盛大学)

C 4 0長島秀行・仁木ひかる:

群馬県草津温泉に生育する藻類

群馬県の北西，本白根山の山麗にある草津温泉

は.古くから著名な温泉の一つで.湯量は豊富で

泉温も高い.泉質は含硫化水素酸性明答緑磐泉で，

強い酸性泉であることが特徴である.演者らは.

これまで，日本各地の温泉.特に酸性泉に生育す

る微細藻類を調査してきたが.草津温泉は日本に

おける代表的な酸性泉というばかりでなく，西ノ

河原，湯畑などの滋泉が良く保存されているので.

微生物の調査地として適しているといえよう。調

査は， 1985， 1988， 1994， 1996年に温度 pH，藻

類の生育状況，種類について行った.採集した材

料は 10"Cで保存するか.グルタールアルデヒドを

加えて4"Cで保存した.その結果，西ノ河原では小

さな源泉が多数存在するが，全体に湧出量が減少

傾向にあり，一部地核ではほとんど停止していた.

その影響を受けて藻類の分布にも変動があった.

震も優占的に分布しているのはイデユコゴメ~豆旦

迫且旦 E呈且呈互担旦で37.6・53.7"C， pH1. 9-2. 3の範

囲で生育していた. ガルディエリアE呈主重主旦ri呈呈且

担担旦且呈の分布域は狭く.西ノ河原東地区の一部

(39.8・50.5"C， pH1. 5-2. 3) で生育しているのみ

であった.また.ハネケイソウの一種.巴旦旦旦L呈主
主昼恒星旦旦主主 var. ~盟主主旦盟主旦1aは厳性で広い温度
繊 (27.3-52.7"C， pH1.44-2.07) を持っていた.

その他，湯畑，万代鉱民泉についても報告する.

(東京理科大学・基礎工学部)
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C 3 0須谷昌之h 大谷修司..

松江市近郊の池から出現した浮遊性黄緑議類について

松江市の市街地に位置する的場池，滝戸池において

1996年 3月から 12月まで毎月 1回，表層水中の浮遊

性渓類の調査を行った.

的場池と滝戸池は，ヒシが5月下旬より薬を広げ，

10月から枯れはじめた.どちらの池もプランクトンは

緑藻類のクロロコックム目の種類が優占し，

Pediastrum， Scenedesmusなど約40種類が出現して

いる.次いで珪藻類が多く，その他，渦鞭毛藻類，ミ

ドリムシ類， 黄金藻類，藍藻類が出現している.的場

池では8月に藍藻類の拍・crocystisが出現した.

黄緑藻類の出現種は，すべてミショコックス自の単

細胞性種であり，プレウロクロリス科の町'schezぜasp.，

Tetraedoriella jovetii， T. regularis， Tetraplectron 
torsum， Pseudostaurastrum hastatum， Gonio・

chloris fallaJ巳G.mutica， G. spinosa， lthmochloron 
lobulatum，ケントリトラクトス科の Centritractus

Sp.，オフィオキティウム科の Ophiocitiumspが出現

した.

的場池では， 4月から 5月にかけて，滝戸池では 7

月から 8月に多くの黄緑藻類の種類が出現した.その

後は，細胞数，種類数ともに減少した.的場池，滝戸

池の他，いくつかの池を調査したが，浮遊性黄緑藻類

はヒシなどがはえる富栄養な池に多い傾向があった.

(松江東高校，島根大・教育)

C 5  0宮坂佳代子・，石田健一郎・，加積季夫・・，
原慶明・

包盟盤担盟E坐区鐙組Eの微細構造と淡水産ラフィド部類
の分類

波書らは日本各地の淡水域に生育するラフィド書巨額の分

布調査と分類の研究をfj.，ている。昨年8月22自に山形

県南陽市郊外の白飽湖で，也監鍾担盟E島区鐙坐Eがミド
リムシの 1種とともに侵占的に生育している現場に遭遇し、

採取した試料水から稽養株を確立した。なお，本務の生育

は北海道で確認されているが (Bada1959:RhaDhid四 onas

坐区盤盟A)，本州では畳初の記録となる。

このQ..!!皇陛皇ssumの培養株を用い，形態と微細構造を観

察し，すでに調査した s鐙盤且と島担組且の2種と比較
した。既知の両種は禁縁体や収縮胞，あるいは鞭毛の出方

など細胞小器官の配列などの基本的な構造は共通するが，

細胞外形や粘液胞の分布などの形銭的特徴は明瞭に区別で

き. しかもS坦tumの禁縁体に光学顕微鏡では検出しに〈
い半湿没型のピレノイドが存在していた。ラフィド穫の分

類ではピレノイドの有無がしばしば属レベルの識別形質と

して取り挙げられ，その点で s坦控且の取り緩い〈也監旦
註盟盟の基準種はピレノイドを欠くQ..呈盟盟〉と s坐E

堕鐙且旦の葉緑体にピレノイ Fが有るか無いか，分類学的な
興味がもたれていた。この調査で、島監区鐙鎚Eの葉緑体

にピレノイドが存在しないことを確認し.また，葉緑体以

外の細胞小器官の構造や配列などの知見を得たので，近縁

の也担包担単車単単且盆呈を加えて比絞し、島監鍾包盟且
属および淡水産ラフィド藻の分類を再検討した。

(・山形大・理・生，・・園事院大・自然)
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C 6 0飯田高明・中野武畳・出口博則:日本新産の土壇藻

類，Trichophilus welkeri (緑藻頬，カヱトフオラ目)

北海道から沖縄までの日本各地の土壌 (13地点)から，

Trichophilus welkeriが分離された。本種は， von Bosse 

(1887)が，ブラジルのナマケモノの毛から分離し，毘載し

た。後に， Koch (19-77)も同様にナマケモノの毛から本種を

分離し，その株lまSAGに保管されている。本種に関する報

告は上記2つのみであり，本研究によって，本種は日本の土

嬢藻類として広範囲に生育していることが明らかになった。

また，本種は南半球から北半球まで分布を広げていると考え

られる。

本研究では， Koch (1977)の株 (SAG84.81) と今回分離

した株 (13株)を培養し，形態および生活史を観察した。そ

の結果，本種は培養初期に，放射相称に配列した4細胞塊，

8細胞塊を形成後，糸状体が分校した体制となり，培養の後

期に偽柔組織が発達することを確認した。この生活史は既存

のカエトフオラ目にはなく，本種の大きな特徴として位置づ

けられる。また，原記載には，本種の薬縁体lまピレノイドを

持たないとされていたが，本研究では， Azocarmin G染色に

よってピレノイドが確認された。このピレノイドは楕円形か

ら円筒形をしており，この形態は他のカエトフオラ目藻類に

は見られず，本穏を特徴づける形質として位置づけられる.

(広島大・理)

C 8 0 Song • L-R.'. Zh.ng • X-M .帥.Kay.. K.... W.回融.M.M."
.nd Liu. Y -D.・・ ChlorophylIf1uorescence .s • prohe of photosynthetic 
com戸岡田 ofPoter，脚 chromonas刷仇酬ensisunder di町erentIight叩 d
nUlrition conditions 

Mixtrophic chrysomon.d f1.gelI.te. Poterioochromon四 ma仇amens;sis 
an lmport皿 tpre白tor of b.cteri. and .lg.1 p加古ton泊 freshw.ter
enviro町田nt.This organisrn has al80 匝en U5'叫踊.model 甲創出 for
S刷dying曲etr.nsition between phototrophic and pbagotrophic mode of 
nutrition. A limited s加di田 bavebeen 叩 nductedon血echang回 of
chlorophylI-a四n田n回 tiond町田昌也etransition belW田nphototrophic皿d
ph.gotrophic mode. During山is町田山lion曲e photosyn曲目IC回 mpelence
of P. n昭的am.ens;slargely remain吋山1known.百lepr田副ents胞の examined
the pho阻syn曲目iccompetence of P. ma仇ame，町 isby testing daily changes 
in chlorophylI-a f1uorescence -Fo • Fm and Fv/Fm under four di仔erentIight 
.nd nutrition conditions: 1) light with .dded p問yorg'副由mMicrocystis 
viridis(Cy.nob.cteri.); 2) Iight without .dded prey org.凶sm;3) d.rk with 
.dd同 preyorg.nism; .nd 4) dark wi血outprey org胡 15m.

τbe panem of ch.nge in chlorophylI-a f1uorescence varied significanUy 
in P. ma，仇amensisunder four di仔erentlight and nu回 tionconditio田
mentioned above. In the absence of prey organism. emissions of Fo. Fm 
and the ratio of Fv 10 Fm were relatively stable in the light回 ndition，
whereas io出ed.rk condition. emissions of f1uoresceoce sudden1y dropped 
10 zero 3t 5由 d.yof culture and the r.tio of Fv to Fm gr.dualIy d田lined
00 d剖1yb.sis. In the presence of prey organism. though血eemissions of 
fluorescence was main阻ineduntil 4曲 d.ys.the r.tio of Fv to Fm sh.rply 
reduc国 loone阻nth .fter血Iy1 in Iight condition. however. the emissions 
of fluorescence were und国民阻ble .fter day 1 'i目白edark回 odition. The 
p.uem .of change in chlorophylI-a f1uo悶 encewas correlated wi曲
morphological ch副理由 ofch1oroplast加 P.ma，抗甜nensisunder light and 
dark condition. The results were explained in the context that回 tioof Fv to 
Fm is one of出e f.st 胡 d se田 山ve indicalOrs in evaluating the 
photosyn血et1ccompeten問 ofP. ma仇amensis.

"凶i岡崎 ofHydrobiology. CAS. Wuh.n. China 
日 NationalInstitute for Envi冊目nentalS加dies.Tsukuba 

C 7 宮崎幸樹・O竹下俊治・中西稔:葉状地衣類の共

生重量に関する分類学的研究

業状地衣頬は，ウメノキゴケ(Parmotrematinctorum)/こ代

表されるように，地衣体が扇平で薄<.明確な背腹性を示し，

偽績によって樹皮や岩などの基物に着生する地衣頬の総称

である。

本研究では.葉状地衣媛 12属 23種から共生蕩を分離・培

養し，分頬学的検討を行った。その結果.共生重量として

Trebouxia antic.伊a飽.T.∞Irti，∞I/a. T_ gelatlnosa. T_ 

Impressa. T. showmaniiの5種を確飽した。これら5種のう

ちT.∞Irtlco.畑は 12属中 6属の地衣類から分隠されており，

本研究で用いた葉状地衣頬の主要な共生藻となっていると考

えられる固また，ゲジゲジゴケ属(Anaptychla)やウチキウメノ

キゴケ属(Myelochroa)などのようIこ，属肉の共生藻がすべ

て同一種というものがあった。一方，ムカデゴケ属(Physcla).

ヒメウメノキゴケ属(Parmelinopsis)およびJ、クテンゴケ属

( Punctelia)の3属の地衣績では.各々の属から Trebouxia

属2種が分離されており，特にトゲウメノキゴケ

(Parmelinopsis minarum)やトゲハクテンゴケ(Punctelia

rudec飽)では.1種の地衣頬でも2種の共生藻が分離される

というように，共生藻との関係において多機性を示すものもあ

った。(広島太・学校教育・生物)

C9 0板倉 茂権・山口l峰生傘・今井一郎**.

広島湾海底泥中の珪藻類休眠期細胞の形態と発芽

沿岸域の海底泥中には，数多くの浮遊性微細藻類

の休眠期細胞(シスト，休眠胞子，休眠細胞等)が

存在している。一般に，これらの休眠期細胞は水中

に出現する栄養細胞のシード・ポピュレーシヨンと

して働くことが明らかにされているが，底泥中に存

在する発芽可能な珪藻類休眠期細胞についての情報

(分布・形態・発芽過程等)は少ない。本研究で

は，広島湾の海底泥(底泥表面からlcm深まで)を

倒立型落射蛍光顕微鏡(青色励起光)で観察し，ク

ロロフィルaの赤色自家蛍光を発する珪藻類の休眠

期細胞を探索・分離して，その形態と発芽過程を記

録した。その結果，広島湾の海底泥中にはSkeleto-

nema∞statum， Chaetoceros spp.， ThaJassiosira spp.， 

Leptocylindrus danicus， Ditylum brightwellii， 

Stephanop，四 iSspp.， Asterionellopsis gracialis等の珪

藻類休眠期細胞が存在しており，水温22~C，光強度

約50μmol!m2/s，光周期14hL-lOhDの条件下では1

~2日以内に発芽すること，発芽に際して休眠期細胞

の殻を破棄するものと破棄しないものの2つのタイプ

があることが明らかになった.

(事南西水研.**京大)



C10 0山口峰生・板倉茂

広島湾における有毒渦鞭毛幾AJexandriumの動態

広島湾では1992年以降毎年刈'eXo卸 driumによる貝

類の毒化が起こり，水産業に多大な被害が生じてい

る。そこで同湾における貝毒の発生機構を明らかに

するため.AJexandrium栄養細胞出現の季節変化と

シストの挙動を調査した。調査は1994年4月から

1996年12月の閏ほぽ毎月1固，呉湾の定点において

実施し.栄養細胞友ぴシストの計数と水温.温分夏

ぴ無機栄麓塩類の測定を行った。またシストの発芽

率も同時に調べた。 AleXo卸 driumの栄養細胞は春と

秋の2園出現が観察されたが，出現密度は春の方が圧

倒的に高かった。シストの発芽率は明瞭な季節変化

を示し，秋から春にかけては高かったが，夏季には

全く発芽は起こらなかった。このようなシスト発芽

の季節変化は，栄養細胞の出現パターンとほぼ一致

した。また発芽率は低水温期に高いが，発芽に要す

る日数は低水温期ほど長い傾向が見られた。さらに

海底泥中のシスト分布密度には明らかに治加傾向が

認められ，広島湾における貝毒問題の長期化が懸念

さ れ る。(南西海区水産研究所)

C120芹滞如比古・・大野正夫“・横浜康継“・・有賀
祐JIJ*:土佐湾におけるカジメ個体群

四国と九州のカジメ星生担豆1.~盤1.(縄藻コンプ科)は伊
豆のものより小型であることが報告されているが，土佐
湾のカジメの詳細については1982年の調査結果の報告が

あるだけである。土佐湾におけるカジメ個体群の現存量
と藻体の大きさを明らかにするため，高知県手結地先の
カジメ個体群について1995年6月一1996年10月に6困の
刈取り調査を行い，藻体各部位の大きさと生重量等を測
定した。
平均現存量{業生霊+茎生重}は1.9-4.5kg/m2，側業を

持たない幼体を除いた個体の平均蔓長は5.2-13.2cm，
平均藻長{茎長+中失業長)は22.2-49.7cm，平均茎径は
6.5-9.0mm，平均側業数は13-24枚，平均最大側業長

は17.5-28.3cmで，いずれも秋季から冬季に小さく{少な
くl，春季から夏季に大きかった(多かった}。また，平均
最大中失業幅は5.2-6.5cm，幼体を含めた生育密度は33
-53個体lm2であった。
手結産のカジメは側葉を持たない幼体にはシワのある

ものが多<，子嚢斑を形成する成体になっても中央薬と
側業にシワの残るものがみられ，ほとんどの個体で茎状
部は実質であった。また，茎状部の断面の生長輸は3輪
まで確認できたが， 0-1輸のものが:90%以上を占めた。

本研究で対象としたカジメ個体群は1982年のものと比べ
て若齢個体で構成されており，小型個体地雷高密度に生育

していることが明らかになった。(台東水大・藻類，“
高知大・海生セ，・**筑波大・下回臨海セ)
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C11 0寺脇利信・.吉111浩二人吉田吾郎・.山内

信“・木村創“・.清水博"“・佐々木議介"“・:

西日本の磁焼けなど藻場の衰退に関する現地事例

磁焼けなど藻渇の衰退とその回復に関する課題は，古

くからありながら，常に新しい問題を含み，資源生物の

健全な相殖を支える沿岸海織の環犠保全の観点から.ま

すます重要性を増すと考えている.そこで，復数の地先

における磯焼けなど藻場の衰退の現状を，水中写真に

よって視覚的に把握し，比較によって，それらの共通点

と相違点を採ることを目的とした.

和歌山県の新富市三鎗崎，日高町比井崎，美浜町三尾，

宮崎県の門川町と川南町，鹿児島県の笠沙町小浦と下

鼠村手打の7地先の岩磁場について，海上から見た睦蟻，

潮間帯の近景，藻場の分布主義と磯焼It・藻掲衰退域の

写真を撮E診し，犠式をできるだけ統一して聾理した.

磯焼け・藻揚衰退織の海藻植生は，地先によって様々

であり，無節サンゴモ類のみ生育する場合から，大型褐

穫のホンダワラ類が生育する場合までみられた.また，

海底に高密度のウニや小型巻長類，または藻体に魚類の

はみ窓がみられる場合が多かった.地先によっては，数

年間にわたるモニタリング結果も，あわせて報告する.

F南西水研，“和歌山水試・和歌山水増誌，““宮

崎水鼠・鹿児島水試)

C130倉島彰・・横浜康継・・・有賀街路・:

伊豆半島鍋田湾における褐藻アラメ・カジメの側業

友ぴ子轟斑の消長

静岡県下回市の鍋田湾に生育するアラメ友ぴカジ

メを.2ヶ月ごとに幼体を含めて80・100個体ずつ採

集し.年齢.茎長.側葉長.働l葉数を計測すると同

時に子嚢斑の有無を調べた。その結果.両種とも2
歳以上の個体では側禁致は6月から8月に多く.10月

から12月にかけて減少したが.いずれの月において

も側禁致はアラメの方が多かった。両種とも子車斑

をもっ個体は年聞を通して見られ.高齢で側業数が

多い個体ほど子嚢斑をもっ個体の割合カ鳴い傾向は

共通していた。しかし.いずれの年飴においても.

カジメよりアラメの方が子蜜斑をもっ個体の割合は

多<.特に2月にはアラメの2歳以上の個体の全てに

子嚢斑が認められたのに対し.カジメでは子嚢斑を

もっ個体は7・50%であった。子事斑をもっ側禁致が

髭大となるのは両種とも10月で.最小となるのはア

ラメでは4月.カジメでは2月であった。 0歳の個体

に子褒斑が見られたのはアラメでは10月友ぴ12月で

あっキのに対し.カジメでは12月のみであった。以

上のことから.幼体はアラメの方がより早い時期か

ら子嚢斑を形成するものと考えられる。

伊東水大・漢類，・・筑波大・下回臨海)
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C14 0柳宗秀*・孝仁室**: 船祭海洋生態系に

おける海譲群集の遭移様式

韓国西海岸に位置する仁川港は、 1加に達する潮差を緩和

するため、人工的な船瓶d∞:k)を備えている。仁川港船爆は、

二つの開門により船舶を入出渠させるため常に海水で満たさ

れていて湖沼のような独特な閉鎖生態系を成している。この

ため、船漢内の水環境要因、生産性、海洋生物調理集の種組成

及び構造が、自然海域とは異なってb唱。そこで、船渠内に

おける、海藻類の種組成、群集構造及び遷移様式を把掻する

ために、1990年 1月から 1994年 12月にかけて調牽を実施し

た。その結果62種の海藻類が生育していることが磁認され、

分類群別檎成比は、藍藻類43.4%、緑藻類29.7%、褐謙類14.6%、

紅漢類 12.3%であり、自然海洋環境における海藻群集の分類

群構成とは大きく異なっていることが明らかとなった。なお、

本研究期間中に、原生動物Meso必2・四 rubrumによる赤潮

が発生し、生態系が控訴Lを受け完全に破壊され、海藻群集の

入植過程および遷移系列(田re)を明らかにする好条件になっ

た。本調査の結果、船渠海洋生態系は破壊後 10ヶ月ほどで再

形成されると判断され、この地域における遷移の織式は、自

然海域における遷移のchannellingsuccession phaseにあた

り(Niell，1979)、遷移の型は季節的な循環型選移(cyclic

succession)であることが判明し、極相が多年生海藻群集に代

表される自然海域の遷移様式とは異なっていた。以上の結果

から、船渠海洋生態系(dockm紅白eecosysωm)は上述したよ

うに独特な生態系の諸理論を試験するための注目すべき環境

を持つことが確認された。

(*東京水大・藻類、帥ソウパ次学校・生物

C16 0田中次郎・佐野史子:

褐藻イトアミジ(アミジグサ目)の生殖器官の形態

日本産アミジグサ目藻類のなかでアミジグサ、サナダグ

サ、エゾヤハズ、コモングサなど数種については生殖器官

の形態は明らかになっているが、他の多くの種ではこれに

関する研究は少ない。その理由として天然では胞子体が配

偶体に比べて生育個体数が多く、全ての世代が採集されに

くいことがあげられる。

1995年8月に新潟県佐渡島でアミジグサ属イトアミジ

Dictyoω linearis (C.Ag.)Grev.の成熟した胞子体と雌雄の

配偶体が同所的に生育していた。本種は太平洋沿岸中南部

から南西諸島、日本海にかけて広く分布している。新潟産

のイトアミジの各世代の生育個体数はほぼ同数であった。

胞子嚢斑、配偶子嚢斑、いずれも藻体の両面に形成される。

四分胞子嚢斑は外形が明確でなく、体全体に広がる。四分

胞子嚢は直径 1均四(平均、以下同)。基部に1個の柄細

胞をもっ。造卵器は密集し楕円形の群をなす.大きさは

180X28伽m。周辺部に中性細胞が存在する。造卵器は長

楕円体で、大きさは 52X75，μm。基部iこ1個の柄細胞をも

っ。造精器は密集し、楕円形の群をなす。大きさは

159X363μm。周囲は2-3層の中性細胞に取り巻かれる。

造精器の高さは 7l，um。基部の柄細胞は1個。これらの結

果とすでに観察されているアミジグサ、サナダグサとの形

態の 比 較 も 行 っ た。(東京水産大・藻類)

C15 0青木優和*・横演E軍総本・菊池泰二**:九州天草に

おけるヤツマタモク群落の立体構造の季節変化と生産量

九州天草の富岡半島東岸の広い範囲にヤツマタモクの純群

落が発達しているo 1兜5年 10月から 1須田B年 12月にかけて

1ヶ月に 1回ヤツマタモク群落内の特定区域での定期調査を行

った。 1回の調査では， 1辺 0.5皿の方形区 9ケ所を無作為

に選択し，方形区内の株数および各株のパラメータを記録し

た後全株を採集し，乾燥重量を求めた。 1鰭 7年 9月から1988

年 12月の聞は議体の構成(業部・主枝など)の層別分析もあ

わせて行った。現存量の極大値(各調査時の9方形区の平均値)

は， 1質量6年には 878.4gl皿1(4月)， 1兜7年には 196.9g/m1 

(12月)， 1兜8年には綿0.4gl皿.1 (4月)と年による変化が

大きかったが，いずれも能登半島(谷口・山田.1勿8)および

若狭湾{梅崎.1981)での調査で得られている数値よりはるか

に小さかった。本調査で得られたデータからは，ヤツマタモ

ク群落の立体構造の季節変化，特に群落の衰退過程の詳細が

明らかになった。また，層別分析から求めた生産構造図から

は，年間純生産盤の推定値を求め，他地域から得られている

データとの比較を行う。

(*筑波大・下回臨海**九州大・天草臨海)

C 17 Fleck， R.A.*' ** ， 0 Day， J.G.*， Rana， 

K.J.*** & E.E. Benson，キ*: A cryomicroscopic 
study of the coenocytic alga J-匂ucheriasessilis. 

Filaments 'Of出efreshwater xanth'Ophyte ~加'cheria sessilis 
CCAP 745/1C were secti'Oned int'O 12 mm lengths and then 
incubated f'Or 48 h under s回 dardωnditi'Ons.百leywere 
血enpre出 atedwithαy'Opro旬ctant(5・ 10% w/v DMSO) 
and∞'Oled using a con甘'Olledcooler at -0.3 and -1・Cmin-1， 

t'O釦 intermediateh'Olding tempera旬詑(・35 'Or・60・C)，
bef'Ore plunging inl'O Jiquid nitrogen. V. sessilis fai!ed t'O 
survive these prot'Oc'Ols.百lemechanisms 'Of lethal freeze-
induced damage were investigated using cry'Omicr'Osc'Opy. 
伽∞'OJingat -O.3'C min-1 exα:ssive d巴hydI百ti'Onresulted 
in irreversible印 11damage. With ∞'OJing at ・1・Cmin-1出E

alga rec'Overed fぬmthe effects 'Of partial plasm'Olysis， d'Own 
t'O 0・C.Ice nucleati'On ∞ curredbetw田 n0 andグ C，with 
釦rtherαy'O・dehydrati'On'Observed d'Own t'O血巴 h'Olding
temperaωre. In additi'On， the alga was crushed by extra・

cellular ice， resulting in dist'Orti'On 'Of也ecell wall. lce was 
'Observed between血巴句:llwa11!membrane. N'O '0出erpoints 
'Of ice nucleati'On were 'Observed in血ecyt'Oplasm. on 
也awingall s戸cinlenssh'Owed signs 'Of gr'Oss mech創語句l
damage and dist'Orti'On 'Of their in回 cellulararchitecture.τ'his 
damage 1巴dt'O t'Otall'Oss 'Of viability. 

(*Culture白 llecti'On'Of Alga巴釦dProt'Oz'Oa， Amblωide， 

UK; *ぺJniversity'Of Abertay， Dundee， UK; ***Stirling 
University， StirJing， UK) 



C18 0竹中裕行*.樋渡武彦柿，山口裕司*.守

永太賀彦*林:カルシウム補給食品として

の円石藻 (Pleurochrysiscarterae) 

カルシウムは，細胞での情報伝達に必須であ

るばかりでなく，近年，骨組事量症との関係が明

かとなり，食生活において重要な栄養素であ

る。食生活においてはミネラルバランスが重要

なため海洋起源のカルシウムJに期待が寄

せられる.そこで，単細胞石灰藻のP.carterae
に注目し，食用としての安全性試験(急性毒

性、豆急性毒性、変異原性)をGLPに準拠して

実施し，さらにヒト骨密度への影響について骨

伝導音測定により検討した。

急性毒性.!!急性毒性，変異原性のいずれの

試験においても .P.carterae乾燥護休の毒性を

示す結果はなかった.また.P.carterae乾燥藻

体を利用した食品の摂取後の骨密度は有意に増

加していた。

以上の結果より .P.carterae乾燥藻体はカル

シウム補助食品としてのカルシウム源として有

用であると考えられる。

いMAC総研，帥日本NU S.判事環機パイリス)

U 

C19 大森和子

soirulina o1atensis の?外形成に及ぼす高浪度CAMPの

影響

Soiru1ina 叫at田 sis の細胞懸濁液に生理的滋度の

cAMPを添加すると細胞は凝集しす外を形成する。 7ヲ問予成の

速度は生理的範囲の唱AMP漉度では、漉度に依存するが、

目、2a剖のような高浪度のcAMPでは阻害がみられる。 0.2mM

cAMPは細胞の運動速度には著しい促進を示さないが、ー視

野内に見られる運動している細胞数を、著しく増加させる。

一方、細目包内AlP滋度は10"凶ぷ下の渡度のCAMP添加により

増加し、数分以内に一定のい・Mこ逮し、20-30分そのまま

のい'JI，をほぼたもっている。しかし、高波度CAMP添加の細

胞ではAlPは増加を続げ添加15分で約3、5倍にまで婚加する.

Na+チャ川島の阻害剤である7ミロライドによっても高浪度cAMPに

よる細胞内AlP増加は影響をうけない。これらから高温度

CAMPによる細胞内AlP増加は、生理的漉度のc雌Pによる

AlP培加とは異なった刈ニJ.'Aによっている可能性が考えら

れる。

( 昭和女子大・生活科学 ) 






